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•：エ.ン
：ゲ
^
ス
；全
齋
第
四
卷
.(

大
丹
版)

'.
邦
訳
5:
四
五
頁
'0
-

^

大
株
主
ど
も
の
独
占
克
配
を
転
親
し
た
。
' 

.
い
ま
や
し
か
し
戦
の
第
一
一
■幕
に
お
い
て
は
、/
も
は
や
ブ
•ル
ジ
ョ

ア

ジ

ー

の

ー

部
が
他
の
一
部
と
.：対
立
し
て
い
る
の
で 

:は
な
く
、
い
ま
で
比
"フ
|2
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
.が
ブ
ル
ジ「

ョ
ァ
ジ
ー
に
対
立
し
て
い
る
の
だ
。」)

S)

，
前
揭
書
五
四
八
頁

。

.;
'

'

8

こ
れ
は
、
マ
.ル
ク
ス
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、

一
八
四
八
年
三
、月
：一
一
一
日
か
ら
一
..一
九
日
ま
で
の
間
に
パ
リ
.で
書
：い
た
も
の
で
あ
り
、'
ド
ィ
ッ
革
命
の
.開
始 

に
あ
た
っ
て
共
産
主
義
者
同
盟
の
政
治
的
綱
領
と
な
っ
た
も
め
：で
あ
る
。
.'
.
マ
ル
ク
ス
•
エ
ン
，ゲ
ル
ス
全
集
第
五
巻
三
頁
。
.

(

15)

マ
ル
ク
ス
：:*
'
.エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
第
五
、巻
一
ニ
三
頁
。

'-
し

(

16)

ン
：|1

亀
第
五
巻
一
.三
ニ
頁
、.「

ケ
ル
.ン
新
聞
の
六
月
革
命
論」

。
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.，私
は
こ
の
#

で
、
経
済
が
発
展
す
る
に
.つ
れ
で
、
：経
済
成
長
率
、
資
本
係
数
、
'
:利

潤

(

志
は
賃
金)

：分
■配
^
^

の
相
互
関
係
が
ど
の
ょ
ぅ
に
.変
化
す
る
か
を
明
ら
.か
.に
，し
た
；い
と
思
ぅ
。
そ
れ
は
一
種
の
成
長
段
階
説
と
'も
言
え
る
：も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
稿
で 

は
特
に
成
長
と
分
配
と
.の
関
係
に
1雋
点
を
合
わ
せ
て
み
：た
；い
？

.'
:

成
長
段
階
説
と
し
て
は
、
既
に
ロ
ハ
ス
ト
フ
：の
説
が
あ
り
、

.■ 

.

成
長
率
、
資
本
係
数
、.
分
配
率
.の
歴
史
的
»

向
に
つ
い
.て
は
ク
ズ
ネ
：ッ
ッ
<0
帰
納
的 

介
研
究
も
あ
.る
。
ま
た
，
N.
. •

.力
ル
ド
ア
も
、
.-
資
本
係
数
、
分
：配
率
、
生
産
高
の
歴
史
的
動
向
に
注
目
し
て
、

一
f
f
lの
段
階
説
的
主
張
を
し
て
ぺ 

.

.る
。
^

に
I

と
古
く
は
、：
マ
ル
ク
ス
：が
、
資
本
主
義
が
発
達
し
：て
ゆ
く
に
：つ
れ
て
、，
資
本 

配
関
係
が
.ど
の
ょ
ぅ
.に
変
化
し
：て
ゆ
く
か
を
示
唆
し
た
こ
と
は
：よ
く
知
ら
，れ
で
い
る
。.，

'

...
し
.̂.
し
.
.こ
.
.
.
こ
で
护
唱
す
る
段
|̂
説
は
丫
、
こ
.れ
ら
の
大
家
'の
.説
..と
は
、
.
い
：.ろ
.い
...
ろ
な
点
^
異
な
0
て
.い
，.る
.。.
.ま
ず
、
.
' ロ ■

ス
：K
フ
.の
段
階
説
に 

■は
経
済
の
発
展
段
階
に
応
じ
て
、
成
長
率
と
投
資
率
が
ど
，の
へ
ょ
ぅ
，に
変
る
が
.と
.い
ぅ
こ
と
や
、
経
済
の
ど
の
部
*門
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
，
セ
ク
タ 

..

.経
済
発
展
段
階
と
！

分
配 

：

'

二
三
亡 

一
L)

：



丨
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
分
配
率
、
資
本
係
数
、
利
潤
率
、
剰
余
"の
形
態
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
が
と
い
っ
た
よ
う 

な
こ
と
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
し
'
そ
れ
ら
.
0諸
要
因
間
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
.よ
う
と
す
る
問
題
音
1識
も
み
ら
れ
な
.い
。

ま
た
、
ク
ズ
ネ
シ
ッ
の
研
究
は
”
帰
納
と
実
証
に
よ
っ
て
、
'何
ら
か
の
法
則
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
歴
史
，の
発
展
段
階
に
つ
い 

て
め
考
慮
も
乏
し
い
が
、
こ
の
小
稿
の
論
は
、
む
し
ろ
論
理
的
推
断
に
基
べ
^
仮
説
/

で
あ
り
ァ
か
な
り
抽
象
度
の
高
い
議
論
だ
の
で
、
ク
ズ
ネ 

ッ
ッ
に
よ
.る
個
々
.の
経
験
的
事
実
の
発
見
と
は
必
ず
1
も
.；ー
致
し
な
い
よ
う
に
み
え
る
場
合
も
あ
る
。
'
ま
た
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
ヵ
ル
ド
ア
の 

段
階
説
や
マ
ル
ク
ス
■の
考
え
と
も
は
っ
き
り
興
な
っ
て
い
.る
。

‘

.

::::

こ
，r
vl>
て
、
ム
：種
0,
成
長
，段
階
仮
説
を
提
唱
す
る
.の
.が
本
稿
の
自
的
で
：知
る
が
、''
先
に
''
%
述
べ
聚
尤
う
‘
5

分
配
と
の
関
係
が
、
経
済
発
展
の
段
階
の
相
違
に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
い
う
点
を
強
調
す
る
。
そ
の
第
一
点
は
、
資
本
主
義
経
済
が
発
展
し
て
資
’
 

本
蓄
積
が
進
み
、
労
働
力
が
資
本
ス
ド
グ
ク
に
.比
しp

相
^
的
^
過
剰
で
あ
：0
へ
た
時
期
と
；そ
ヶ
で
^

v>
Rt
fJ
と
で
は
，
経
済
成
長
の
賃
金
分
配
率 

に
及
ぼ
す
効
果
が
異
：な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
：あ
る
。リ
ン
J
 

ノ 

• 

:

第
.ニ
点
は
、
や
は
り
資
本
主
義
.が
発
展
し
て
、
有
効
需
要
：の
過
剰
型
‘経
済
か
ら
過
少
型
の
経
済
へ
進
む
と
、
経
済
成
長
と
所
得
分
配
と
の
関
係 

が
逆
顧
す
る
と
い
う
@
|知
の
命
題
を
確
認
す
る
と
：と
も
に
、
均
衡
分
，配
率
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
石
こ
と
で
あ
る
。
.

:
第
一
ニ
点
.

は
：
：

資
本
主
義
が「

成
熟
期
卜
：に
達
し
た
以
後
は
、
資
本
、
資
本
形
成(

=

貶
資)

、'論

雜

\
^

り

も

、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
：に
質
的
変
化
が
生
じ
始

め

て

、
へ経
済
成
長
と
賃
金
対
利
潤
の

r
e

l
a

t
i

v
e

;

■

&

と
の
関
係
に
変
化
が
生
ず
る 

こ

と

を
指
摘
す
る
こ
と

で
：あ
る

。

こ

う

し

た
質
的
変
化
は
、
経
済
制
度
そ
の
も
の
の
変
化
'̂
ど

い
5

克

で

、:
1 ;
'
吵

関

係

の
変
化
に
よ

っ 

て
生
ず
る
経
済
発
展
段
階
の
変
化
と
は
若
干
性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
言
絲
^
'
:

(

注
1)

こ
こ
で
述
べ
る
成
長
段
階
説
は
',
.
必
ず
し
も
資
本
主
義
経
済
に
当
て
は
ま
る
だ
け
で
は
な
.い
が
.、
.第
五
期
の
'混
合
経
済
期
に
生
ず
る
質
的
変
化
は
、
資 

.
本
主
義
と
社
会
主
義
と
で
は
全
く
異
な
る
。
本
稿
で
は
資
本
主
義
に
つ
い
て
：だ
け
述
べ
た
。

レ

V . . .  '

W _ . ツ , ..

M

® 资 本 係 数 • 分 配 率 が コ ン ス タ ン 卜 と み る 立 場

® . 資 本 係 数 低 下 .，分 配 率 向 上 す る と み る 立 場

© マ ル ク ス ( M a r x j の 立 場

( 資 本 の 有 機 的 構 成 高 度 化 、资 本 . 

利 潤 率 が 低 下 す る と み る 立 場 ）

® カ ル ド ア の 立 場 （Pr o f .  N.  Ka l do r  )

る
.だ
ろ
う
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(A
)

.資

本

係

数

、

分

配

率

、
：

-'
賢

本

利

潤

.

.

.，.率

が

長

期

的

に..み
.て
'̂
a:
-
.で
.あ

'る

と

み

る 

^

後立場この

8
:の
立
場
に
立
つ
：の
は
、
：所「 

.柱

謂

瓦

S
h
i

 

.が
M
史
的
長
期
的
に 

 ̂

.み
て
比
較
的
に
安
定
し
て
い
る
と
い
う
事
.
 

.M,
実
を
強
調
す
.る
一
.群
の
人
.々

で
あ
る
。
こ 

へ
期
？
©
立
場
め
人(

々
は
"
同
時
&

'
寶
本
係
数
1

前
.
-
-ズ

V 

,':

も
歴
臾
的
長
期
的
：に
：み
：て
比
較
的
安
定
し 

T
い
、
.る
.こ
ネ
を
指
摘
す
る
。
、
こ
■の
.よ
う
に
'
.
:
. 

M

み
る
人
々
の
考
え
を
図
示
す
る
と
第
1
.図:

.

@
の
よ
う
に
な
ろ
う
。第
1

0
へ及
び
後
の

.ニ
五
.
二 

ニ 

一)

経

済

発

展

段

階
と

所

得

分

配

..

 

ニ
、
.

従
来
の
理
論
と
'の
相
違
：
 

.

. 

.

.

.

.

.

..•
• 

: 
.
.
.
.
.
.
.
.

■
*.
.
. 

I 

. 

.

.-『

;

ま
す
，
こ
れ
ま
で
の
理
論
を
輩
に
示
し

'
 

そ
れ
に
た
：い
し
て
私
の
考
え
が
■

ど
の
点
で
違
う
.か
を
明
ら
か
に
友 

こ
れ
ま
で
の
座
論
と
言
っ
て
も
、
ー
資
本
係
数
、
利

潤

(

ま
た
は
賃
金)

分
配
率
、;-

-

資
_

利
潤
率
、

国
民
所
得
成
長
率
、
.投
資
率
が
、

歴
史
的
に 

ど
め
よ
う
な
変
化
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
，て
の
詳

細

.̂
研
究
は
な
い
と
言
っ
て
，よ
い

'

だ
ろ
う
，
だ

'

如
、
，

.

大
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
、

.;

あ
る
、
 

は
仮
説
的
な
理
論
と
し
て
、

こ
れ
に
類
す
る
考
え
方
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
方
の
い
く
つ
か
を
図
式
化
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
と



第
2
図
と
第
3
図)

の
横
軸
は
経
済
発
展
に
伴
ぅ
時
間
の
推
移
を
示
す
。
縦
軸
0
¥2
,
は
国
民
所
得(

Y)

を
示
し
、
騰
は
MW
を■

1.

と
し
た
資
本
ス
ト

ッ 

ク
©:
.価

値(
K-)

を
示
す
。
し
た
が
つ
て
、M

/々
M
r

は
資
本
係
数(

=

資
本
•
産
出
高
比
率K

/
Y
)

を
あ
ら
わ
す
。
.'
'
,ま
た
、
..
-
細
比
胸(

国
民
所
得)

を
ー
.
 

と
し
た
：賃
金
所
得(

W)

を
、

抑
は
利
潤
所
得(

P)

、
を
示
す
。
.し
た
が
づ
て
：Mw

/
3
%

は
、
_
民
敗
撕
ホ
の
賛
金
分
配
率
を
示
し「

2/备
2
/

は
.
 

利

潤

分

配

率

(
p
m

を
示
す
。
©
図

の

p—

p
、
#

t

f-'
'
.々
>u
ク
ス
の
言
ぅ
.-
|資
本
利
潤
率」

：
の
傾
向
的
低
下
を
.示
し
た
も
め
で
あ
る
。
；
'-

■(

注
i
 
I re

l
a
t
i
v
e

 

s
h
a
r
e

と
は
、
賃
金
'所
得
：ど
利
.潤
激
得
の
相
対
的
分
前
ゆ
；こ
と
：で
あ
る
。
«
金
所
得
の
中
.に
ぬ
樂
給
を
含
め
>

 

利
潤
所
得
の
中
に
は

企
業
利 

'■
调
だ
げ
で
な
く
ー
利
子
ァ
レ
ジ
ド
が
ど
財
産
所
得
二
.般
を
含
め
て
：考
え
る
。：
自
営
業
者
の
所
得
は
利
潤
と
賃
金
の
そ
れ
ぞ
れ
の
.分
配
：率
に
比
例
し
て
分
割
し
て 

,
帰

厲
さ

せ

る

。
：
し
た
：が

-0
て
、
：..
国
民
所
得
：は;;
'
:貴
金
と
利
潤
だ
げ
か
ら
な
る
と
想
定
す
る
。
:
,
.
.

へ：
：

■■
.
.
:
: 

- 

.

.
'
.
:
-
'
.

;'
'
:. 

.■.
 
.

■:
■'

:■
,
 

-

へ
 

V

(B
)

.

利
潤
分
配
率
低
下
、
資
本
係
数
低
下
、』

資
本
利
潤
率
不
変
ど
み

る

! >
:

■

 

3

0:
'

立
場
に
.た
い
し
て
,

分
配
率
は
、
歴
史
的
に
：み
る
ど
コ
ン 

ス
タ
ン
ト
で
な
く
、
利
潤
が
減
.じ
、
.
.賃
金
'か
| :
'

-
.昇
す
る
と
_い
5
ふ

ぅ

に

変

化

し

.'て

き

て

い

る

と

み

る

人

も

あ

る

,'
0

I

*

B 
.

ク
レ

—

ビ
ス
は
、
こ

の 

;
V
Jと
を
指
摘
し
て
、'.
;
こ
0
点

を

：証

卿

し

ょ

ぅ
:̂
し
：て
1

だ
実
証
研
究
を
発
表
し
^

,
彼
樣
同
時
に
、
:•
•資

本

係

数

は

低

下

し

て

き

て

お

り

、
.
資

本 

利
潤
率
は
長
，期
的
..に
み
て
大
体
不
変
で
あ
る
と
述
べ
.て
い
；る

■■
"
こ

Q-
•ょ
ぅ
ft
：
見
方
を
.図
式
化
し
て
表
わ
す
と
第
1
図

(&
の
.ょ

ぅ

に

な

，る
だ
ろ

ぅ

ノ

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
労
資
間
の
所
得
不
平
等
が
漸
進
的
に
改
革
さ
れ
て
き
て
1い
る
と
考
え
る
人
.々
.の

多

く

は

"

こ

の

ょ

ぅ

な

図

式

を

頭

に

描

.

.

.

.

. 

• 

•• 

.

,

.

.い
：て

い

る

の

だ
-6
ぅ
。

-:
'

'

,-
べ

「

2
1
^

 

^

 

E
 

R
e
v
i
e
w
,

 

D
e
c
.

 

1
9
5
9
)

-.

(c
)

ベ
.マ
ル
ク
大
の
理
論
：
.と
£
ろ
が
ア
.こ
：れ
と
*

の
考
£
が
あ
.る
。
そ
れ
は
：マ
.ル
，ク
 ̂

近
代
経
済
学
の
言
ぅ
ょ
ぅ
な
資
本
係
数
と
い
ぅ
概
念
が
な
い
が
、。
こ
れ
に
近
1-
'
:
:概

念

ど

：し
；て
':
:
'ヽ「

資
本
め
'#
^
§
歡
窳」

：

が
：あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
 

資
本
蓄
積
が
進
ん
で
、
資
本
主
義
が
発
達
む
て
ゆ
く
に
^
れ
て
、
資
本
の
有
機
的
構
成
は
高
度
北
^
、.
資

本

家

階

級

に

た

い

す

.る

労

働

階

級

の

生 

S

は
、
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
.も
恶
化
し
て
ゆ
く
と
考
え
た
。
ま
た
、
資
本
利
潤
率
は
"
傾
向
的
に
低
下
しv

ゆ
く
だ
ろ
う
と
予
測
し
た
。

マ
ル

ク
ブ
の
と
の
よ
う
な
考
え
を
、
無
理
.を

承

知

で

敢

て

図

式

化

す

る

と

第
，：

^
図
の
^

と
―

の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
ノ
も
ち
ろ
ん
、

マ
ル
ク
ス
文
、
こ 

の
よ
う
な
趨
勢
力

'

も
.ろ
も
ろ
の
外
的
諸
条
件
.に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
と
考
え
て
い
た
し
、

ま
た
、.
.同

期

的

，に

繰

返

し

起

.こ

る

恐

慌

に

よ

っ
 

.

.て
、

一
時
中
断
さ
れ
た
り
、
.押
戾
さ
れ
た
り
す
る
^
考
え
て
い
た
が
、
長
期
的
故
趨
勢
と
し
.て
は
：？
お
そ
ら
く
と
の
図
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と

,

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
リ
为
丨
ド
を
は
じ
め
古
典
派
経
済
学
者
の
多
く
が
.頭
に
描
.い
：
で

い

，た

図

式
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;̂
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な
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だ
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注
1)

資
本
の
有
機
的
構
成(

-M
翔
.璐
并
\

-<
5
1湾
蹦
钟)

は
、
賃
金
支
払
額
に
た
い
.す
る
固
定
資
本
価
値
ブ
ラ
ス
ー
生
産
期
間
分
の
流
®;
.不
変
I

の
価
直(

氧 

■
.
料
の
在
庫
価
値)

の
割
合
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
マ
ル
ク
'ス
の
い
，.う
資
本
利
潤
率
の
分
毋
は
不
変
資
本
プ
ラ
へ
ス
可
変
資
本
で
あ
る
。
ま
た
.
.、.
マ
ル
ク
ス
の
.湯
合
、

「

非
生
産
的
部
門」

の
所
得•は

：/

生
産
的
部
門」

の
剰
余
か
ら
派
生
す
る
も
の
と
さ
れ
.て
.い
る
。
.

.

;

J

.一
 

.

.

.： 

.

'

 
.

CD
N

•力
ル
ト
ァ
の
段
階
説
/
最
後
に
、.
.ヶ
ィ
ン
ズ
派
の
立
場
か
ら
独
自
0,
分
配
論
と
経
済
発
：展
段
階
論
を
提
起
レ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
力 

ル
ド
ァ
の
見
解
を
み
よ
う
。
彼
は
資
本
主
義
経
済
‘の
歴
史
を
前
期
と
後
期
の 

一■一
段
階
に
分
け
、
:
前
期
^
は
V
V賃
金
は
生
存
費
水
準
：(

s
l
i
c
e

 

‘

l
e
v
e
l
)

に
抑
え
ら
れ
、
そ
れ
以
上
の
剰
余
、は
、
：資
本
蓄
積
に
，廻
さ
办
る
と
み
る
。
し
た
が
っ
そ
？
の
時
期
.に
は
資
本
係
数
は
上
昇
1.
、
'
賃

金

分

配
 

率
は
低
下
す
る
。

マ
ル
クK

が

'み

た

資

本

主

義

は
こ
の
よ
う
：な
段
階
の
資
本
主
義
で
あ
る
：と
、
：力
ル
ド
ァ
は
言
う
。

だ
が
、

資
*
の
ス
ト
ッ
ク 

が
、「

必
要
：と
さ
^

^

水

準

c
d
l
e
d

 

1

1)

に
達
し
、
利
潤
分
配
分
か
^

の
貯
蓄
が
、
.必
要
な
投
資
率
を
賄
え
：る
よ
う
に
な
る
と
、-

資
本
主 

義
の
第
二
段
階
に
入
る
。
.
こ
の
.段
階
に
入
る
と
、「

実
質
賃
金
は
労
働
生
産
性
1

同
率
：で
洎
動
的
に
上
晃
し
、；従
っ
て
、
分
配
率
は
終
始
、
_

1 

に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
ピ
そ
し
て
、「

資

本
.
產
出
率
と
資
本
利
潤
率
は
ず
0
と
ボ
5
龄
に
.な
る
傾
向
が
あ
る
だ
^

!
。」

：ヵ
^
ド
ァ
尤
こ
の
よ
う

. 

に
言
う
が
、
彼
の
言
う
と
こ
ろ
を
図
式
化
す
る
と
第
1
図
め
©

の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
.
彼
自
身
は
、
第

晶

の

©

の
よ
：う
な
図
を
示
し
て 

い
.る

が

、

こ

の

図

に

は

不

注

意

な

：誤

々

が

み

ら

れ

る

:0
と

言

う

：の

は

、

も

じ

彼

$

ロ

う

よ

擇

£

、

資

本

主

義

の

第

^

;

性

(

労
働
者一

人
当
り
め
生
産
高)

.ど
：実
質
賃
綠
が
同
率
で
増
え
、'.
分
配
率
が
—*
定
に
な
：る
と
：|ー
ロ
う
、な
ら
ば
':'
'

-

 ̂

で
⑮

の
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
図
に
は
資
本
係
数(

資
本
；
産
出
高
比
率)

.も
描
が
れ
て
い
な
い
か
ら
、
：：彼
の
考
え
を 

ト
経
済
発
展
段
階
と
所
得
分
配
：

'

■ 

: 

- 

 ̂

.
-
^
1
^
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p, 296,

;

資
本
係
数
、へ
分
配
率
、
利
徽
率
の
虜
史
的
変
動
に
つ
い
て 

は
.、
こ
れ
ま
で
に
も
、
以
上
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
見
解
が
あ 

■る
が
、
.
私
は
、
.こ
れ
ら
の
い
す
れ
も
正
し
く
な
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、
'
第
1
図
®

の
よ
う
に
.と
れ
ら
三
つ
の
率
が
、.
.：ず
.っ
と
-̂
' 

...

'̂
.で
：あ

る

と

.み 

る
論
は
、
.
資
本
主
義
の
：あ
る
時
期
と「

大
不
況
期」

以
後
の
時
期
だ
：け
を
み
て
、
こ
.れ
ら
の
率
が
比
較
的
安
定
的
で
あ
る
-
と
に
印
象
づ
げ
ら
れ
た 

で
あ
'
?て
"
そ

の

間

に

み

ら

れ

た

変

化

の

意

義

を

軽

視

ー

し

て

い

る

ノ

ま

た

ヴ

ぺ

⑧

の

立

瘍

は

ゝ

バ

資

本

係

数

が

低

下

し

’

労

働

所

得

分

配

率

が

向 

上
じ
始
め
る
晚
期
め
以
前
に
ぐ
資
本
係
数
が
上
昇
し
、
労
働
所
得
の
分
配
率
の
低
下
し
た
時
期
が
あ
っ
：た
こ
と
.を
：見

逃

し.て
い
る
。
こ
れ
に
.た
い 

し
、
©

の
マ
ル
.ク
ス
の
：立
場
は
、
(1
)
.の
立
場
と
は
逆
..に
、
:
.資
本
‘
產
出
高
比
率
が
上
昇
し
、
労
働
所
得
分
配
率
の
.低
下
し
^

較
的
初
期
の
時
期
の
傾
向
だ
け
に
注
@:
し
て
お
り
、
そ
：の
後
の
時
期
に
み
ら
れ
：た
傾
向
を
ー
無
視
し
.て
.い
る
。
©

の
ヵ
1ル
ド
ァ
：の
立
場
は
、ヾ

資
本
主

.
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義
の
歴
史
を)

ー
ニ
段
階
亿
分
け
、

.前

期

に

は

、
マ
ル
.ク
ス
の
言
う
よ
う
な
篇
が
支
配
的
で
：あ
.り
’:

後
期
に
は
⑨

の
.よ
う
に
な
.る
と
み
て
い
る
点
で
、
 

経
済
発
展
の
真
の
姿
に
最
も
接
近
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
-:
-ヵ
ル
ド
ア
の
£
:う
に
、
：す
な
.わ
ち
©
図
の
よ
う
疫
考
え
る
と
、
ど
う
し 

て
も
木
合
S

説
明
し
難
い
I

が
生
じ
て
く
る
。
：と
'い
う
の
，は
；

社
会
の
：下
で
の
ほ
う
が
資
本
係
数
が
ず
：っ
と
高
く
な
る
と
い
.う
こ
之
に
な
ら
て
し
ま
う
。
ま
た
"

労
働
所
得
分
配
率
に
つ
い
て
は
、
初
期
の
頃
の

K 

.
1

• 

• 

:
• 

• 

• 

.

資
本
主
義
下
よ
り
も
、
現
代
の
資
本
主
義
下
の
ほ
う
が
ず
っ
と
低
い
と
，い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
と
.：こ
ろ
が
、
実
際
に
ァ
メ
リ
力
そ
の
他
の

第 . 3 ...図 (Chart 2) The Stages of 
Economic Growth

(A)Capital*output ratio (合*), proCit♦ income 
ratio ( ^ ), profit .capita! ratio(|-)

先
進
資
本
主
義
国
に
：つ
い
：て
み
る
と
、
資
本
係
数
は
、
む
し
ろ
過
去
の
一
時
期
よ
り
も
低
下
1.
て
お
り
、：
労
働
所
得
分
配
率
は
不
.変
も
し
く
丈
ど 

ち
ら
か
と
言
え
ば
若
干
向
上
し
て
へ
い
る
と
い
5

証
拠
が
压
倒
的
：に
支
配
的
で
ぢ
る
。

,八

.
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
，.ど
う
も
ガ
'
-ル
ド
ブ
.の
ニ
段
階
説
で
$
 

蓰
か
.に
、
： 

資
本
主
義
の
前
期
に
は
、
©
図
の
恥
点
以
前
の
よ
う
な
趟
勢
が
み
ら
れ
た
と
言
え
る
.し
、へ
ま
た
、
-，
現
代
の
.先
進*'
本
主
義
国
のi
較
的
1

S

Q 

姿
は
、
M
点
以
後
に
示
さ
れ
る
傾
向
に
近
い
か
の
よ
ラ
で
あ
る
が
、
©
図
の
よ
う
な
.説
明
で
は
先
述
の
±'
'
う
な
不
合
理
な
-点
が
生
じ
て
く
る
。
と
.
 

す
る
と
ど
こ
か
誤
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
考
え
た
結
果
、
私
は
、
資
本
主
義発
展
の
前
期
と
後
期
の
間
に
、
移
行
期
を
導
入
：し
て
み
た
？ 

こ
う
し
て
考
え
出
し
た
の
が
、
今
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
'̂
成
長
段
階
理
論
で
あ
る
。

•

:

Y

Fk

g

誠
熟
へ
め

;eti

hoi

V

混
合
経
済
期

api

W )

成

熟

期

of

rkini

行 :

期丨

n
資
本
蓄
積
期

..へ.

(

.テ
イ
ク..•
+,
フ
期)

_

MI
未

発

展

，
期. the ai 

.yorko

実物資本ス卜、; 

労働量(numbe!

Kp : 資本の丨35格<the price of capital per uni 

L p，労働力の価格(the price of work per hoi

f

発
展
I

と

所

ニ

九

ニ

ニ

五

)



三
、
も
ぅ
一
つ
の
成
長
段
階
説

V 

. 

.

.

. 

•

.

.

.

.

.

.

.

.

-■
. 

•
••
: 

.

.

. 

.

.

へ-
- 

... 

..

.

. 

. 

. 

- 

: 

.
■
.

.

;

.■

. 
......
 

.

.

.

. 

'

•:
.

.

.

.

.

.

:
.:'
-
ま
：ず
^
第
3
:図

9

r;
等

；の

考

看

：
め

相

違

を

'̂
端

的
.5
ポ
；し

芡

い

る

ノ

最

も

特

徴

_
な

点

；は:>
:資

本

主

義

経

済

発

展

の

：前

期

浣̂

る)

と
後
期(

所
謂
先
進
的
•资
本
主
義
国
は
こ
の
期
に
あ
る)

と
の
間
に
移
行
期
を
導
入
し
た
と
，こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
時
期
に
資
本
係
数
が
低
下
し
、
労 

、働
所
得
の
分
配
率
が
.询

:±
す
#

ほ
：
か

、
：
:'
:
,い
：
る
：い

ろ̂
転

換

現

象

が

：生

ず

：る

と

考

え

る

わ

げ

：で

あ

る

。
ー̂
第

 

:-'
•
奴

期

.に

生

ず

る 

転
換
の
性
質
を
図
式
化
し
.；て

示

し*
%'
め
.贫

あ

か

。
.へ
：.

■'
.
■
•

.
'

:

'

:

:

:

バ
ー
；
公

.私

：は

経

済

発

展

の

殺

階

を

次

の

五

期

：
に

分

：け

だ

。
：
①

未

発

展

期

、
ベ
②

資

本

蓄

積

期

、
：
ー
③

成

熟

へ

： .

の

嵚

期

j
h④
成
熟
期
、：

：

⑤
混
合
経
済
期
。： 

①

未

発

展

期

'
:
<
伝

統

的

社

名

;:
:

あ
ず
、
；
第
：3

0
ゃ
|
点̂

ょ

り

左

ほ'
資
本
蓄
積
と
経
済
成
長
に
殆
ん
ど
前
進
の
み
ら
れ
な
い
：伝
統
的
で
静
止
的 

な
時
期
.で
：あ

，り

、

経

済

発

展

が

：始

重

る

以

前

の

段

階

で

あ

る

。

-'
ロ
ス
：ト
7
の
富
.ぅ
傧
統
的
社
会
：は
こ
の
、期
に
相
当
す
各
。
.こ
め
期
に
は
ノ
当
然
、：
 

投
羣
も
極
め
て
低
い
。
こ
の
期
の
末
期
に
だ
.って

_
_

つ

ま

り

、

U 

ロ
：.ス
ト
フ
の
言
ぅ
デ
ィ
ク
：‘
'
:
:
ず
フ
.へ
'
:の
,
備
期
：.に
^

9
て

I

投
資
率
が
若 

.干

增

加

し

、
：：
資

本

蓄

積

が

進

展

し

始

め

る

.。

: '
,

£
の
時
期
ま
で
へ
は
第
：

——
»
.
.
次
産
業
が
»
済
の
庠
倒
的
部
分
を
占
め
.る
。
ぐ
. 

「

.
ぐ
②
資
本
蓄
積
期
:.

第
一
の
時
期
-̂
続

い

て

投

資

率

が

膏

じ

始

め

、
：

」
資

本

蓄

積

が

：急

速

：に

«

め
：：ら

れ

る

：時

期

が

始

ま

る

。
'
，こ.の
段
階
の
初
期

-

 

し
'

.

が

、
：へ
ロ
：
ス

ト

：フ

0
言
y

テ
：ィ

ク‘

オ

フ

期

あ

る

い

は

産

業

革

命

期

に

相

当

す

る

。
，
第

c
o
a
Q
M
^

 ̂

の

時

か 

ら

胍

点.ぞ

で

：
は
：資

本

蓄

積

期

.と

も

呼

ぶ

べ

き

時

期

で

あ

：
っ
；
て
：、

.こ
の
時
期
：に
は
資
本
係
数
が
土
昇
ず
る
傾
向
が
支
配
的
で
あ
る
0 ,

こ
の
と
と
は
、
 

第
3
図
®.
に
お
け
るK

/
Y

が

訄

点

の

寒
§

ド
か
ら
^

^

\客

ぎ

.'

.へ
と
上
昇
す
る
こ
：と
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、：
利
潤
分
配
率 

は
上
昇
し
、
' 賃
金
分
配
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
こ
め
こ
と
は
第
3
図
⑨

の

I

V
線
と
横
軸
と
の
間
が
狭
ま
っ
て
ゆ

く

こ
と
で
示
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
ノ
資
本
利
潤
率
^

”

^

-マ
は
‘

-定

義

式

.

の
示
す
よ
う
に
矛
潤

分

配

率

の

大

き

い

ほ

，ど

大

に

な

り
、
資
本
係
数
が
大
き
.い
ほ
ど
小
に
な
る
ら
r
矢
印
の
.示
す
よ
う
に
、
：
両
者
の
動
き
に
相 

殺
さ
れ
.て
長
期
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
し
な
い
。

，」

 

-

.

た
が
.
こ
の
時
期
に
は
、';.資
本
蓄
積
と
と
も
に
資
本
係
数
の
増
大
し
て
ゆ
く
傾
向
が
印
象
的
で
あ

り

、

他

方

、
',
賃

金

分

配分
を
圧

迫

し

て

、

利 

潤

を

增
.

K

さ
せ

て
ゆ
く
こ
と
に
は

限

界

が

.あ

る
よ
う
に

思

わ

れ

る

；
の

で
、
.I
I
.つ
ま
り
、
.右

，
の.定
義
式
.の
分
母
は
限
り
な
く
増
大
す
衾
，

分 

子
の
上
昇
に
は
限
界
が
あ
る
よ
う
|

ぇ
る
の
でー

、
•資
本
利
潤
率
は
傾
向
的
に
低
下
し
て
.ゆ
く
か
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
が
ち
2

マ
ル 

ク
ス
.が
、
先
に
述
.ベ
：た
.よ
う
な
結
論
を
引
き
出
し
た
.の
は
、.
彼
が
資
本
蓄
積
期
に
あ
っ
た
資
本
主
義
社
舍
に
住
ん
で
い
て
、.
こ
の
よ
う
な
傾
句

こ
■
 

強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

，
ま
た
''
こ
の
期
め
始
：̂
頃
か
ら
ヶ
エ
業
化
が
進
み
始
め
る
。

.

③
成
素f

の
移
行
期
.
だ
が
、
；
マ
ル
：ク
ろQ

■予
測
U
た

よ

う

な

傾

袅

、
.資
本
主
義
全
期
を
通
じ
て
の
.歴
史
的
必
然
で
あ
る
と
考
i

.の
は
正 

.
し
く
な
い
。
；

.*
本
蓄
積
が
進
み
r
寒

ネ

ト

：ッ
ク
が
l

i
 

る
へ
ま
ず
■

策
数
の
增
大
ぶ
止
み
、各
し
ろ
幾
分
低
卞
じ
始
め
る
ァ

^

資
本
'#
|
潤
率
は
、
掏
廣
の
動
き
に
相
殺
さ
如
て
"

や
は
り
^

ま
り
変
：

s

し
な
い
。(

第
3
図
@
_
:の
^〜

¥2
の
間
が
、
こ
の
時
期
秦
ち
れ
る
特 

せ

を

萊

し

ズ

い

夷

：、ま

た

：:
'

こ
の
诗
期
の：

投
資
率
S

民
所
得
成
長
率 

I

I

、
の
逆
転
闻
€

る
。
'-
'
:.ご
の
.

|

_

^

行
的
に
動
く
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
若
干
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。©
の
成
長
率
はk

/
Y

と
' I

/
Y

の

 ̂

V 

.

. 

:

"

v

v

:

v'
v

:

.
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図産業構造，就業構造， 

実質貨金率等の変化

第

ん 

.動
き
に
依
存
す
る
の
で「

不
確
定
で
あ
る
が
、
：
移
疔
期
：に
お
け
る
国
民
'

所
得
0.
潜
在
的
成
長
率
が
高
1;
>

#
と
：は
、
.'
:
-他

の

点

か

ら

裏

づ

.け

る

と

と 

が
'で
き
る
ゾ
；こ
の
時
期
に
：は
、
：産
業
構
造
が
急
変
し
て
、.
コ
ー
リX

 

‘
 

ク
：ラ

ー

ク

の

：言

う

第

4
;次

産

業

，の

比

率

が

急

減

す

る

。

就

業

構

造

;%
、
： 

:雇

用

：労

働

者

の

比
#

が
急
増
し
、.
自
営
業
者
が
減
少
す
る
。
第
4

図
は 

e

の
よ
う
众
傾
向
を
や
や
囊
的
に
図
式
化
し
て
承
し
：た
も
.の
で
あ 

^

;°
ま
た
、潜
在
失
業
が
众
く
な
り
、：労
働
生
産
性
格
差
や
賃
金
格
差
な 

.ど
.：

の

所

謂

ニ

：重

構

造
.が
急
速
に
解
消
に
向
：う
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
 

こ
の
時
期
に
経
済
成
長
庫
が
高
ま
る

の
；ば
、
• ：c
の
よ
う
に
一
：
一
重
構
造
の 

解
消
が
始
ま
り
';
'
'
:過
剰
就
業
狀
態
に
あ
る
労
働
生
産
性
の
低
：̂
産
_

門
^
農
業
:;
:
'零
細
金
業

)

'
.か
.ら
生
産
性
の
高
い
產
業
部
門
へ
.労

働

カ

.の

移

動 

が
太
量
t
行
な
わ
れ
る
と
.と
.に
よ
：つ
て
、

j.

国

全

体

：が

ら

み

私

平

均

労

働

生

産

挫

が

上

昇

す

る

た

め

：で
：も

あ

：る

。
と

：の

時

期

に

ば

,'
そ
の
他
、
産
寒 

o
指

，.導
.：
部

：
門

ボ

重̂
学
エ
業
部
門
に
移
る
こ
と
や
、

貿
易
構
造
の
変
化
と
か
産
業
部
門
間
の
価
格
構
成
の
変
化
と
•か
、

い
ろ
い
ろ
の
転
換
が 

行
な
わ
.：れ

る

が

説

明

は

省

略

す

..る
。(

拙

稿「

日
本
に
お
け
る
独
占
•
分
配
•
.利
潤
率」

.フ
エ
ビ
ア
ン
研
究
、
一.九

^

一
一
年
了

 

二
月
号
参
照
。
.

)

: 

f

. 

て

.

-

'

-

:

.

:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

:

:

.

©
成
熟
期
経
済
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
大
き
な
，転
換
の
生
ず
る
移
行
期
が
終
る
と
、
や
が
て
成
熟
段
階
に
入
り
、
資
本
係
数
も
分
配
率
も
安 

定
化
ず
る
で
従
ら
^
資

本

利

潤

率

も

長

期

的

仁

み

て

安

定

他

ず

^

”

^

廉

構

造

は

ぺ

と
第
三
次
產
業
の
比
率
が
高
.く

な

る

。

就

業

者

，の

中

で

雇

用

；労

働

者

の

占

；め
：る

此

率

が

田

倒

的

に

大

き

く

な

る

。

投

資

率

も

経

済

成

長

率

も

そ

れ

.
 

以

前

の

時

期

よ

り

も

低

下

し

、

?̂
較
的
安
定
的
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
達
し
た
経
済
を「

成
熟
期」

経
済
と
呼
ん
で
よ
い
：だ
：ろ
う
。

©
混
合
経
済
期
',
'
成
熟
段
階
に
達
0
た
か
ら
と
ぃ
っ
て
、
こ
れ
で
経
済
発
展
段
階
が
終
る
と
い
う
.わ
け
で
は
な
い
。
：
経
済
は
依
然
と
し
て
発
展

し
続
.け
る
た
ろ
う
。
た

が

、

こ

れ
以
後
'の

段

階

に

お

い

.て

資

本

係

数

’

分

配

率

な

ど

に

ど

の

ょ

う

な

変

化

が

生

ず

る

か

.を

予

、則

す

る
こ

と

は
.困
難 

で
.あ
る
。
.卜
ス
.ト

フ

.%
指
墒
し
て
い
る
ょ
う
に
、
:'
ア
.メ

リ

ヵ

，で

は

最

近

，

資

本

：係

数

が

ー

：
層

低

下

し

，

労

«'
:
カ

入

ロ

の.増

加

率

は

_

^

出

生

率

の

増
大
に
ょ
づ
て

—

、
■む
し
ろ
再
び
増
加
に
向
う
傾
向
が
I

。
だ
が
、
こ
れ
が
将
来
の
一
般
的
傾
向
を
示
す
も
の
と
考
え
る
の
は
危
険
で
あ

る
。

- 

.マ

•:
,

;■
:
■;
'■
-

.:
..
/

■

..
'

.

.

、
: ^
: |
測

で

き

る

於

化

，

M
.
C
K
)
、

S

入

き

ど

、
.

0
 

T
資
本
形
成
I)

、
：も
|:
;

?;
フ
_

6

歡

(0
>
摩

,
思

ヴ

卜 

て
の
も
の
一
で
'は
な
く
て
、
一
む
し
ろ
資
4

K
，
S

P

、
；
於

_

、

も

琢

齡
6

.%
'

6
貧

■

li
'

i
'o
'

s
か
%>
か
&

V

 

-つ
ま
り
、
そ
れ 

ま
で
、
資
本
の
大
部
分
は
私
的
に
領
有
さ
れ
て
お
り
、
；剰
余
は
私
的
利
潤
.

I
態
を
と
り
，
資
本
^

従
っ
れ
生
遣
や
サ
丨
ビ
ス
の
大
部
分
t
私
的
経
済
部
門
で
生
産
さ
れ
て
き
允
。
と
こ
ろ
が
、
資
本
主
義
経
挤
が
成
熟
期
に
入
っ
.て
か
ら
し
ば
ら 

■■
<
た
つ
上
：.
こ
め
ネ
に
私
的
部
門
が
层
的
な
経
済
か
ら
、.
'混
合
経
済
的
な
方
向
へ
.、の

变

化

が

；み

ら

：れ

る

：ょ

う

^

事
実
、：'多
く
の
.先
進
‘
 

資
本
主
義
国
で
は
こ
う
し
：た
変
化
が
は
っ
|

現
わ
れ
て
き
て
い
る
。__特

に

資

本

主

義

国

中

で

最

も

早

く

蔽

熟

期

に

入

っ

た

ィ

ギ

ミ

そ 

の
遍
向
が
顕
著
で
あ
る
。
第
一
.一；次

大

戦

後

の

ィ

ギ

リ

ス

：
で

は

、
：
屋

鲞

本

形

成

.

|
〇

％

か

ら

、
：
，
多

い

と

き

|

五 

政

府

や

国

有

企

業

な

ど

め

公

的

震

；で

行

な

わ

煙

0
有

形

靈

の

三

〇
％
以
^
^

を
占
め
る
。
.公
的
部
門
の
剩
余
の
比
率
は
比
較
的
低
い
が
そ
拃
で
も
戦
前
ょ
り
は
ず
っ
と
增
え
た
。

ィ
ギ
リ
ス
以
外
の
.国
で

も
、
北
欧
三
国
、

フ 

ラ
ン
，ス

ス

ト

リ

ア

ニ

ラ

ー

ジ

ー

ラ
ン
ド
等
で
は
、'い
ろ
ん
な
面
で
公
的
部
門
の
比
重
が
大
き
く
な
ら
て
い
る
。

国
民
所
得
中
に
占
め 

る
中
央
及
び
、地
方
政
俯
の
経
_
:|
»
比

重

寫

て
.も
、
概
し5

:
っ.て
先
進
踅
資
本
主
義
国
■

大
き
く
な

っ
て
w

s

、
i先
進
資
本
義
国
の 

歴
史
.を
み
て
も
.
政
府
及
び
公
的
部
H

の
国
民
経
済
中
に
.占
め
る
比
重
は
漸
増
し
'て
き
て
い
る傾
向
が
支
配
的
.で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
'を
み
る 

と
成
聚
與
に
入
ら
允
資
本
主
義
経
済
で
は
、

資
本
' 
剰
余
、
'1
資
本
形
成
に
ば
、
第

5
図
の
铲
な
形
態
変
化
が
生
じ
て
ゅ
く
と
推
定
さ
れ
る
。

(

注

;-
1
> 

c
f
»

P
R 

T
O
.
.
O
.
W
.
.

.

'

.経
济
発
展
段
階
と
所
得
分
配

: 

三
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拙
稿
5
现
代
資
本
主
義
と
混
ム
ロ
経
済
の
.
理
.

』

■(

匿

：学
会
雑
誌1

九
一c

l

年
四
4

所
？
 

ア
メ
リ
ヵ
，

.

と
ヵ
^
ダ
め
财
游
艾
迚
の
比
逋
は
、
■そ
：の
国
民
所
得
が
高
い
割
に
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
が
：
こ
れ
らr

ゆ
た
か
'な
社
会」

.
で
は
、
公
的
搜
資
：や
支
:̂
の
^

^

'-
.
■,
:
;な
，い
.と
>
か
::
6
い
，ろ
ル
ろ
な
輿
害
が
生

 

こ
の
こ
七
は
.ガ
ル
ブ
レ
.ィ
ス
：
の.「

ゆ
た
か
な
社
会」

や
ア
ル
.ビ
ン
.
ハ
ン
セ
ン
.
.の「

一
九
六
0
年
た
.

■. 

:
?
経
-̂
?
題」

'
:の
冲
’
指
.摘
，さ..れ
太
こ
$

意

パ

-.
.-
•階
に
達
し
ー
て
な
卷
成
長
を
続
げ
お
ヶ
と
す
れ
ば
’
於
的
部
門
の
办
重
の
漸
増
は
政
げ
^

.

'ン

：
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•:
:

■
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,
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ノ
-
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'

ン
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へ
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.四
"
ー
剩
余
0'
形
態
の
変
化
と
所
得
分
配
の
苹
等
ー
. 
一.
；
：

•

. 

■ 

- 

• 

- 

■ 

■
■ 

■ 

■

. 

. 

,
 

.

.

.

.

.

.

:'

こ
ぅ
1
て
生
じ
.て

べ

る

変

化

め

沣

で

，も

、

所

得

分

配

の

平

等

化

の

；問

題

に

直

接

関

係

し

て

.く

る

の.は

、
，
剰

余

(

P)

.
の

形

態

：
の

変

化
.で
あ
る
。
 

剩
余
を
ど
-0
1

ぅ
な
も
：の
と
み
る
か
：に
つ
，;1
'
て
は
い
ろ
い
.：ろ
問
題
が
あ
る
が
、:
大
雑
把
に
い
え
ば
、
国
民
所
得
か
ら
生
存
：に
必
要
と
さ
_れ
る
費
用 

を
差
し
引
い
た
残
余
で
あ
る
と
.い
え
る
.0
古
典
派
経
済
学
キ
マ
ル
ク
ス
経
済
学
で
は
.
.、
賛

金

.は

生

存

費

を

維

持

す

る

に

足

る

だ

け

で

あ

る

と

考

え 

ら
れ
て
-1
'
る
か
ら
、
：賃
金
の
中
に
.
1
剰
余
は
.含
ま
れ
な
い
。
剩
余
は
広
義
の
利
潤
.'>
:
同
義
的
に
考
え
ら
れ
て
：い
る
。

マ
ル
ク
ス
.経
済
学
の
場
へ
ロ
-.

.

は
、
^
篼
蹦
钭
=

»
盼
=

_

过
0
制
阼
蹄
镖(

|

8
 

.
と
想
定
さ
れ
て
：.お
り
、
_

余
は
所
謂
剰
余
価
霞
に
相
当
す
る
。

先
の
，ヵ
ル
ド
ア
•
モ 

テ
ル
の
^
合

で

は

労

側

^
得
か
ち
の
圯
蓄
を
無
視
し
て
単
純
化
し
た
場
合
の
卩
に
相
当
す
る
グ
だ
か
ら
、
普
通
に
言
5
と
こ
ろ
の
広
義
の
利
潤 

■

(

レ
ン
ト
、
利
子

.

企
業
利
潤)

を
剰
余
と
み
な
し
て
ょ
い
。
厳
密
に
言
ぅ
と
、
囊
の
利
潤
の
な
が
に
も
、
生
存
費
支
出
に
廻
さ
れ
る
分
も
あ
る
の 

で
利
潤
か
ら
そ
の
生
存
費
部
分
を
差

.し
引
い
た
残
り
が
剰
余
で
>̂
.る
と
の
見
方
も
締
1
が
、
填
純
化
の
た
め
に
?
を
剰
余
と
同
_
的
ト
扱
ぅ
こ 

と
に
す
る
。

(

注
1)

ボ
ー
ル
•
バ
ラ
.

V

は

「

成
長
の
経
済
学」

(

伊

東

，
高
須
賀
訳

)

'
の
中
で
、,

そ
.の
ょ
y
に
み
て
い
る
。
f
働
者
の
実
質
賃
金
が
高
く
な
る
と
、
.爲
睁
V 

,
麻
胡
蹲
に
な
り
、
こ
こ
に
も
5

の
剰
余
が
生
じ
、
.貯
蓄
が
な
さ
れ
る
が
、
差
し
当
り
、
成
義
の
利
潤(
P)

.
を
剰
余
と
.同j

視
す
る
こ
'と
に
す
る
。

J

の
よ
う
广
^;
床
で
の
乗
余
は
そ
の
社

'^
が
■発
展
し
て
ゆ
く
た
めの
蓄
積
資
金
の
源
東
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
高
度
成
長
が 

;

行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
国
民
所
得
中
の
剰
余
の
割
合
の
大
き
い
こ
と
が
必
要
な
条
件
；と
な
る。

.

•

.と
こ
ろ
で
、
' 資
本
主
義
経
済
下
で
は
、
.剰
余
の
大
f

は
私
的
利
®
の
形
態
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、
l

i

l

j
鐘
と
み
な
す
こ
と
が
で
き 

る

、
た
力
ら
乘
余
力
私
的
利
潤
の
形
態
を
.と
り
、
そ

.:
^
が
資
本
蓄
積
と
経
済
成
長
の
源
泉
で
あ
る
限
り
、
私
的
利
潤
の
分
配
率
の
大
き
い
こ
と

が

つ

ま

り

，
賃
金
と
の
関
係
で
所
得
分
配
め
不
平
等
で
あ
る
こ
と
が
|

経
済
成
長
率
を
高
ぐ
保
ヾ
つ
.
'た
め
；に
；必
要
で
あ
：る
と

v

う
結
；̂
尤
跬

け
難
い
。

' 

:

:

. 

• 

• 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

/
力

容

<p
4
わ
か
る
よ
う
に
.

こ
.れ
は
乘
余
が
私
的
利
潤
と
.い
う
形
態
を
と
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
剰
余
の
か
な
り
■の
部
分
が
私
的
利 

潤
以
外
の
形
を
と
る
よ
う
に
な
る
と
成
長
と
平
等(

私
的
利
潤
と
賃
金
と
の
相
対
的
分
前)

と
め
関
係
に
変
化
が
生
じ
て
く
る
。
私
が
注
目
し
た
い
の 

::
^
.

成
聚
抑
の
資
本
^
義
.社
会
に
お
'い
て
芽
生
ぇ
つ
つ
.あ
る
こ
の
.種
_の
.変
化
で
あ
^-
。：

::

ま
ず
第
一
；に
、
剰
余
P
が
、
私
的
利
潤
と
公
的
利
潤
に
分
か
れ
、
後
者
が
次
第
に
無
視
で
き
; ^
い

存
在
と
.ぎ
る

。

塵

公

有

化

t
企
業
公
有
ヒ 

力
：な
さ
れ
た
り
.、
公
的
経
済
活
動
が
填
大
す
る
に
つ
れ
て
公
的
利
潤
の
比
率
は
増
大
す
る
。
. 

.

:

パ
ま
た
、
現
代
の
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
私
的
利
潤
の
ヲ

ち

で
も
社
内
留
保
利
潤
が
襲
に
な
る
。
こ

の

部
分
の
利

潤

は

場

合

に

よ

っ

て
 

は
傲
V
公
的
統
制
を
受
け
た
り
す
る
の
で
、
.し
だ
：い
：に
■

當

歡

知

か

か

よ

裏

な

っ

て

き

て

い

る

。
.
J
:
*ス
ト
レ
.チ
ィ
が
名
付
け
た
よ
う 

に

、

そ
れ
枕
半
集
団
的
な
貯
蓄
と
も
い
え
：る
も
の
：と
な
り
つ
.つ
.あ
る
。：
 

.

■■
.
:う

丄

爾

代

の

遵

主

義

m
会
で
'は
剰
余
の
か
な
々
の
部
分
が
、'へ
公
的
及
び
半
公
的
■

潤
の
性
格
を
帯
び
^

こ
，

1
た
_
向
を
4
<雑
把
に
図
示
し
龙
の
が
警
囪
で
あ
る
-
.第
&
図
は
、
、資
本
義
の

発

展
.に
つ
れ
て
、
豪

K
:の

所

有

形

態

、
.
剰

余

P
.

の
一
形
： 

態
、
'資
-
遺̂

I
め
形
■

ど
の
よ
I

変
.？
て
砂
く
か
を
示

.ま

で

ー

K 

p 

Iの.：1
<
?刀
は
.私
^
1形
態
^

と
り〈

菊
余
P

の
大
部
分
は
私
的
利
潤
の
形
態
を
■

る

。
，
し

た

が

っ

て

、
：
高

率

.投

資

で

高

度

現

経
済
発
展
段
階
ど
所
得
分
配
. 

「

、ノ

.

 

' 

:

.

: 

ン
三
五
一
：(

一
.三
ご
：



〇貯蓄= 投資が私的利潤と賃金だけからなされる場合

I=S '
I S /  1 AY  I j 、

了 = 了  = ぺ • 万 だ か ら - = G C とおいてもよい)

= ~ ^ - s p   (1. 1)
ゎ \  (ただし，（1,1 ). ( 1 .2 ) . (1，3)式では P =  P；«)

• •. GC — ~^r~sp +~y-s«>........(1,2)

S 而 莉 食 金 か ら  
らの貯蓄の貯蓄

〇賃金からの貯蓄が無視できるほどであるとすると 

~Y ^= ^F_ Sp, GC=-y_Sp； •••••(1 .3)

〇剰余がいろいろめ形態をとる場合

知 + ^ - 办 —Sr) sf十- ^ sw........(1.4)

. = r ^ ^ f l^  +  ( l — 十（1一分) （1—SiOsf..ニSw^+Sw-.wQ.S)

ただし， P • • 剰余ない.し利潤の総額。 Pff：公的部門の利潤。

Pw,: 私的部門の利潤。 ’ 众 : 利潤のうちの公的利潤の割合。

% : 妗的利潤0 うち貯蓄される割合。 sT ：私的利潤のうちの社内留保利潤の 

句 ： 配 当 利 潤 の う ち 貯 蓄 に 廻 さ れ る • 割合。 し た が っ て = 社内留 

割合。 したがってPm( l —s，) s , 保利潤= 法人貯蓄1 みる。 だか 

= 個人貯蓄。 ら，p« ( 1 1 )= 配当利潤ン

C : 窍本係数。 • ' Sパ私的利潤金体の貯蓄性向。

? « > :賃金の貯蓄性向。
• . • ■ • . . .

経
済
発
展
段
階
と
所
得
分
配

j

九
六
一
年
九
月
号
の
拙
稿

.を
参
照
さ
れ
た
い
。

.

.

.

:
五
、
；転

換
0
要

因

.

V

労
働
潘
剰
型
経
済
か
ら
資
本
過
剰
型
経
済
へ
' 

し 

か
し
^
拉

与

で

当

然

問

題

に

な

る

こ

と

は

、
.
な

ぜ

こ 

.の
よ
う
な
段
階
区
分
が
生
ず
る
だ
.
.ろ

う

，か

..と

い

う

こ 

と
A
あ
る
。
.ま
ず
、.
資
本
蓄
積
の
始
ま
る
所
謂
テ
ィ 

ク

•
オ
フ
期
に
つ
い
て
は
ロ
ス
ト
フ
の
分
析
や
、
産 

槳

革

命

に

づ

い

て

の

諸

研

究

：を

利

用

し

て

よ

い

。

こ 

の
よ
う
な
周
知
.の
転
換
期
，に
つ
い
て
の
説
明
を
繰
返 

す
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
特
に
問
題
と
し
な 

く
て
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
:
先
の
段
階
説
の
#
^
を 

な
ず
成
熟
へ
I

期
の

は
何
力
と
I

う
.こ
と
で
あ
る

.
'こ
.の
.問

に
た
い
し
て 

マ
ル
ク
ス
に
回
答
を
求
め
，て
も
無
駄
.で
あ
る
。
な
ぜ 

な
ら
ば
、'
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
よ
う
な
転
換
が
生
ず
る
，
 

と
枕
考
え
て
い
な
か
っ
表
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
た 

い
し
て
ハ
力
ル
‘ド

ア

は
、
先

0
第

1
図
®
に
お
け
る 

■ 

•

:

'三
七
;-(

1
.三
三)

第 5 _ 資本 (K ),剰余(P) ,資本形成(I)の形態変化

資本 (K )め所有形擎  .

(The Forms of Capital Ownership)

⑧資本所得〒剰余( P )の形態

(The Forms of Surplus  ){

© 資本形成の形態
'：* ' 、，. . *5•' .パ-. ... •

(The I'orms of Capital Formation )|
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I
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.i-
:
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_
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H

!

r

H

s
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,

r
.,r——
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J
 JI
:•

長
が
.な
さ
れ
る
場
合
に
.は
、
そ
の
賃
金
を
賄
う
私 

—

’
sh
i

p

b

- 

I
.

及

求

：I

経
済
期
的
利
潤
'の

分

賺

は

当

然

高

く

な

る

。

? ,
な
わ
ち 

_ 

^
1

-

丨

^

M

w

!

, 

i
(1
.
3式
の
よ
う
な
関
係
I

。)

’
と
こ
ろ
が
I

期 

l

c
it
a

l

4默/

一

 

 ̂
M

W

 

■, 

-

熟

ゾ

に

.入
り
、
剩
_

私
的
利
潤
以
外
の
い
ろ
い
：ろ
な

>
’ 

_ca
4-
7
1
p)
F6
r

-

!

^

f

l
(l
-

l

3a
_
—

. 

形

態

を

：と

る

よ

う

に

な

る

と

、
：
高

率

投

資

1

咼
度 

(p
‘

fc「

く

(P
.
.
F
- 

.
1
.
 ̂1̂ 

^
 

0
.
^

 ̂

,

f

顧

“

一

J
I
舞

旰

ン

j

採

-'
tv
.

尊

々

：

1 £

.移

.行

.期
： .

成
長
が
私
的
利
潤
r

特

に

私

的

利

渦

か

ら

の

.
個 

队

s

vo
r

^
 

-

.

.
 

人
貯
蓄
l

fc
依
拠
す
名
程
度
は
低
下
す
る
。
だ 

:

齡
：•

(T
h
a
l:
:
^
-;
:.—
 

一

^
^
^
釋

料

ご

•
資
本
蕃
積
？

か
ら
、
高
度
成
長
於
必
ず
し
も
私
的
利
碑
の
賃
金 

P
 

^
 

^

^

パ
',
: 

(
 /./

に

た

：い

す

る

 r
elative: s

h
a
r
e
.

を
高
め
て
一'

5

®
 

E
⑧

1
/

©
 

/
/

0 

:.

一

一
 

：

，
：
'
'パ

■
.

:
.，

間
の
所
得
不
平
等
を
激
^H

る
-と
：
い

う

こ

と

に

は 

|

な
く
な
る
。

(0
)
式
;と
(1
,
5
)
|
^

私
が
混
合
経
済
期
土
呼
'ぶ
の
は
、'
K
、：

P
、
：.
:1
が

庄

倒

盼

：に

私

的

形

態

を

:̂
っ
ヤ
い
_た
状
態
が
変
化
し
て
、
第
5
図
の
m3
点

：
の
：
右

側

の

.
示

す

よ
 

う

に

公
^
及
.び

半

公

的

形.態

が

：
私

的

形

態
.に
...
匹

敵

す

る

よ

う.に

な
.っ

た

状

態.の
：
こ.と

：で

あ

る0

つ

ま

り

、

リ
，丨
デ
ィ
ン
.
.
.
グ

‘
.セ
.
.ク
タ

I
が
あ
る 

産

潔

：か

ら

他

の

産

業

：へ

移

ゐ

の

.で

な

く

''
私

的

部

門

か

ら

公

的

部

門

；
へ

移

る

-
と

に

な

ろ

う

.-0
孤

点

の

左

侧

が

：ら

右

側

へ

.の
移
行
が
連
続
的
漸
進
：
 

的
に
な
さ

れ
る
か
、
飛

躍

的

断

続

的

：
に

.な

さ

れ
る
か
は
必
ず
し
4
明
ら
か
で
は
众
い
ノ
公
的
及
び
半
公
的
経
痛
部
門
の
活
動
が
s '
阶
.に
.
漸

増

し

て
 

ゆ
く
と
..、
あ
る
時
期
に
は
ぃ
っ
て
、
ゃ
が
て
私
的
経
済
部
^
か
奮
_
.
&斯
_
レ
.へ
ム
阶
絕
於
撕
作
お
參
咖
&
於

や

が

.な
さ
れ
る
な
ら

ば
、
移
行
は
多
か
れ
少
な
か
れ
断
続
的
に
：な
：さ
.れ
る
だ
f

t
。

-

.

 

' 

'
' 

' 

.

. 

■ 

' 

.

(

注
1)

：：

第
5
図
は
4
応
、
断
続
的
に
描
い
て
お
い
た

。

と
.の
と
き
の
移
行
が
、
断
続
的
性
格
を
持
.つ
と
#
え
ら
れ
る

理
由
に
つ
い
て
は
、「

フ
エ
.ビ
ア
ン
研
究」



転
換
点
：を
説
明
す
る
要
因
を
あ
げ
て
い
：る
。
彼
は
、.
.資
本
主
義
が
発
展
し
て
い
0
て
、
資
本
蓄
積
が「

必
要
と
さ
れ
る
水
準」

：：
に
達
す
る
と
、
実 

質
賃
金
の
向
上
が
始
ま
り
、
賃
金
分
配
率
.の
改
善
が
.始
ま
る
と
寵
^

ま
た
、.
ジ
ョ
ン
•
ス
ト
レ
チ
ィ
や
ト
！

マ
ス
.
‘
バ
ロ
ゥ
は
、.

社
会
制
度
の 

い
が
ん
を
問
わ
ず
、
社
会
のK

業
化
凇
よ
び
全
般
的
な
近
代
化
の
過
程
に
は
、
：あ
る
.「

山」

.(
h
u
m
p
)

が
あ
っ
て
、

そ
.れ
を
越
す
ま
で
は
資
本
蓄 

積
が
国
民
生
活
水
準
.を
犠
牲
に
し
て
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
の
山
を
越
せ
ば
蓄
積
は
楽
に
な
り
、
生
活
水
準
も
向
上
し
始
め
る
と
言
ら
て
^f)

。

.(

注
.1)

•
こ
の
点
の
説
明
.は
..N'

.
K
a
l
d
o
r

 ; 

op. 

c
i
r
.
p
.
:
. 

296...

.を

参

照

さ

れ

た

い

。
.：

.
(

注
2) 

J 

•ス
ト
レ
チ
ィ「

現
代
の
資
本
主
義」

関
•
.三
宅
訳
、
.ニ
五
〇
頁
。

こ
う
し
た
考
え
は
、「

成
熟
へ
の
移
行
期」

へ
の
転
換
：を
生
じ
さ
せ
るJ

つ
の
要
因
を
.捉
え
て
い
：る
。

そ
れ
は
資
本
で
あ
る
。
'資
本
が
あ
る
一 

定
水
準
に
達
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
不
可
欠
の
要
因
で
あ
る
。
：

だ
が
、
も
う
一
つ
、
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
蜇
要
な
要
因
が
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
カ
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
発
展
と
と
も
に
増
大
す
る
物
的
資
本
の
蓄 

積
に
よ
っ
て
労
働
力
が
徐
々
に
吸
収
さ
れ
て

、

潜
在
失
業
の
プ
ー
ル
が
枯
渴
し
始
め
る
と
き
、
す
.な
わ
ち
、
資
本
が
葙
対
的
に
過
少
な
状
態
か 

ら
、
■相
対
的
に
過
剰
に
な
り
始
め
る
時
期(

逆
に
労
働
側
か
ら
み
れ
ば
、
労
働
力
が
相
対
的
に
過
剰
な
型
の
経
済
か
ら
相
対
的
に
不
足
す
る
経
済
へ
移
り
始
め 

る
時
期)

こ
そ
が
、

こ
の
転
換
期
で
あ
る
。

ハ
ン
パ
ー
グ
的
な
言
葉
で
言
え
ば
、
.

「

資
本
£

兀
全
利
用
に
必
要
と
さ
れ
る
経
済
成
長
率」

の
ほ
う 

が
：「

労
働
力
の
完
全
雇
用
に
必
要
と
さ
れ
る
経
済
成
長
率」

よ
り
も
低
か
っ
た
の
が
、.
逆
.に
高
く
な
.り
が
ち
に
な
る
と
い
う
と
と
を
意
味
す
る
。
 

こ
の
よ
う
な
転
換
期
に
は
、
価
値
で
あ
ら
わ
し
た
資
本
の
限
界
生
産
性
が
労
働
の
限
界
生
産
性
に
比
し
て
相
対
的
.に
低
下
す
る
。
な
ぜ
そ
う
な
る 

か
と
い
う
と
、
経
済
発
展
が
大
不
況
な
ど
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
な
.い
限
り
、
.,
実
物
資
本
の
蓄
積
は
増
大
じ
、
：累
積
し
'て
ゆ
く
か
ら
、
そ
の
増
加
率 

が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
は
な
い
の
に
た
い
し
て
、
労
働
力
の
供
給
の
-if
加
，率
は
、
I

出
生
率
の
低
下
や
労
働
時
間
の
減
少
に
よ
っ
て
-—

減 

少
し
て
ゆ
く
傾
向
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。(

つ
ま
り
第
3
図
©
の
ル
11
曲
線
の
よ
う
に
な
る
。)

従
：っ
て
労
働
力
の
資
本
に
た
い
す
る
相
対
的
稀
少
性
が 

増
大
し
、
儒
給
関
係
と
、.
需
給
関
係
の
変
化
に
伴
う
労
資
の
力
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
、
資
本
の
価
格
は
.労
働
力
の
価
格
に
比
し
て
相
対
的
に
低

下
す
る
。
.

(

す
な
わ
ち
第

3

図
⑩
の

ĵ
L P

曲
線
の
よ
う
に
な
.

る
。)

.

.

 

‘

 
.

 

：  

.

 

く 

，

...

.
高
度
成
長
の
二
重
効
果
、
こ
う
し
て
資
本
不
足
型
経
済
か
ら
資
本
過
剰
型
経
済
に
.進
み
、：
同
時
に
、
労
働
過
剩
型
経
済
か
ら
労
動
不
足
型
経
済

.(

注
，1)

に
な
る
と
、
高
率
投
資
や
高
度
成
長
の
賃
金(

俸
給
を
含
む)

.水
準
と
そ
.の
分
配
率
に
及
ぽ
す
影
響
が
そ
れ
以
前
の
段
階
と
は
全
く
異
な
る
よ
う
に 

な
る
。
資
本
不
足
•
労
働
過
剩
型
経
済
に
お
い
て
は
賃
金
水
準
や
そ
-0
分
配
¥

に
決
定
的
な
影
響
^

^
え
る
0
は
専
ら
資
本
側
の
耍
因
^

豸
に 

投
資
水
準——

で
あ
る
。
:'
:
:ヶ
ィ
ン
：ズ
派
の
理
論
は
こ
.の
よ
う
な
賛
本
面
の
要
因
か
.ら
問
題
に
接
近
す
る
。
役
資
率
が
利
潤
と
賃
金
の
分
配
率
を
決

-

-プ(

主
2
V

定
す
る
と
い
う
；2
:
1カ
ル
>

ア
の
分
配
論
は
そ
.の
典
型
.で

あ

る

と

言

え

：る
:0
.

:

.

v

(

注
1)

資
本
過
剰
型
へ
の
転
換
と
労
働
不
足
型
べ
の
転
換
が—

す
な
わ
ち
、
資
本
©.
と
労
働
而
.で
の
転
換
が—

歴
史
上
の
同
じ
時
期
に
生
ず
る
と
の
保
証

は
な
い
.が
、
.多
く
の
国
の
場
合
、
大
体
同
一
期
に
生
ず
る
と
み
て
よ
い
だ
：ろ
う
。
、 

■

' 

.

.

.

.

....... 

-

.. 

.

.

.

- 

.

(

注 

2) 

0
3 

H
.
.
.

:

.

.
:
.
. 

' 

- 

. 

.

だ
が
、
分
配
率
は
資
本
と
労
働
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
き
ま
る
の
だ
か
ら
、
高
率
投
資=

高
度
成
長
が
労
働
側
に
及
ぼ
.す
他
而
の
効
果
を
も
考 

慮
に
入
れ
ね
ば
な
.ら
な
い
。
労
働
過
剩
型
経
済
で
、
労
働
力
が
恒
常
的
に
不
完
全
雇
用
状
態
に
あ
，っ
.て
、

マ
ル
ク
ス
の
言
う
産
業
予
備
軍(

潜
在

失
業
者)

.
が
豊
當
に
控
え
て
い
る
と
き
は
.、
，
高

率

投

資

=
:

高
度
成
長
.に
よ
っ
.て
生
ず
る
労
働
需
要
0
増
大
の
た
め
に
、.
.
'労
働
供
給
が
逼
迫
.し
.て
賃

\
 

- 

.
.
.
.
.
.

 

- 

.

金
水
準
を
高
め
る
と
い
う
効
果
は
強
く
は
働
か
な
\/
'
.
:
。

特

：に

労

働

カ

め

，資

本

に

対

す

る

相

対

価

格

：を
：高

め

て

:'
賃

金

分

配

率

を

引

上

げ

る

と

い

う 

よ
う
な
こ
と
.は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
' こ
の
よ
う
な
型
の
経
済
下(

第
3
図
.の
.姐
点
.以
前)

，
で
は
、：
専
ら
資
本
側
の
要
因
I

投
資
率
の
大
小
I

に 

よ
っ
て
分
配
率
が
決
定
さ
れ
.石
。

つ

ま

り

、

力
ル
ド
ア
；

「

モ
，デ
：ル
か
ら
示
唆
さ
れ
る

よ

う
に
、
高
投
資
が
行
な
わ
れ
、
高
度
龙
長
が
な
さ
れ
る
時 

期

.

(

好
況
期)

に
..は
、
利
潤
分
配
率
が
增
大
し
、.
.
.
.
賃
金
分
配
率
が
腾
下
す
'る
.と(

い
：う

効

果

が

は
.
'っ.き
り
あ
ら
わ
れ
る
。
O
J
.の
よ
う
な
効
果
を
カ
ル
.
ド 

ア
効
果
ま
た
は
資
本
需
要
効
果
と
呼
ん
で
も
よ
い
だ
ろ
う
。) 

.

入
.

■:
•

.

-

だ
が
実
際
に
は
、
高
率
投
資 >

 

高
度
成
長
は
ゾ
資
本
需
要
を
通
じ
て
利
潤
の
分
配
率
を
高
め
る
ど
謝
時
に
，
労
働
需
要
を
通
じ
て
実
質
賃
金
を 

経
済
発
展
段
階
と
所
得
分
配 

三
九
ニ
三
五
.

)



引
上
げ
る
効
果
を
も
つ
。(

こ
の
後
者
の
効
果
を
フ
ィ
，リ
ッ
プ
ス
効
果
ま
た
は
労
働
需
要
効
果
と
呼
ぼ
う
。)

こ
の
よ
う
な
資
本
•

労
働
両
面
こ
お

ナ

る

ー

一
 

逾
効
果
め
.経
路
を
余
ず
.ど
次
の
.よ
.う
に
起
.る
。

-
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:

_

!

_

 

j
)

}
p

!

 

:• 

. 

-

 

ノ

：

'■ 

.

.

.

.

.

.
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.

 

.

.

.

.

.

. 

• 

•

-

.

纟

纟

f
®

 
泳
塞
！j 
裔
添(

r)

i
i>h
.

 

 ̂

_

莖

議

酬

錄

足

.

：

T

a

«>f 

.

. 

 ̂

-

こ
0
'よ
う
な
関
係
；が
あ
る
た
め
、
高
率
投
資
i
高
度
成
長
がrelative s

h
a
r
e
(
p
/
W
L
K
'
P
K
t
/
L
P
L
r
)

.；に
5:
ぼ
ナ
効
果
は
資
本
と
労
動
の
谱
要
の

.変
化
率
と
'
.相
対
価
格
0:
変
化
率
.に
依
存
す
る
。
す
な
.わ
ち
，
資
本
と
労
1
の
代
替
0
弾

カ

性

.
：
.

» 

.

.

.

.

.
'
.

I*
.
.
-
-
.
.
'
:
'
.
:
.
' 

, 

: 

‘ 

.

.
+
•
.
.

/

tx
R
J
L
,

)

..

二 

I

W
r/L

r  

■

一
 

K
-
R
f
e
,

.■
■

ヴ

-.f
/
q

 
'
■

K
依
拠
す
る
。

と
こ
，ろ
が
、
先
に
も
述
べ
た
，よ
う
に
、
.潜
在
失
業
が
多
量
に
存
在
す
る
場
合
.に
は
：、
,'
;
L
Pは
殆
ん
ど
増
加
し
な
い
の
で
、
資

本

需

要
 

効
果
が
：強
く
あ
ら
わ
れ
て
、
高
率
投
資
と
高
度
成
長
期
の
賃
金
分
配
率
は
低
下
す
る
。
だ
が
、
資
本
蓄
積
が
進
み
、
潜
贫
失
業
の
プ
ー
ル
が
枯
曷 

す
る
と
、
そ
れ
以
後
の
時
期
で
は
、
高
率
投
資
，.
高
度
成
長
に
伴
う
労
働
需
要
過
剩
の
た
め
^
が
著
し
く
高
_

^
の
で
、
：ヵ
ル
ド
ァ
効
果
は
労
働 

需
要
効
果
に
相
殺
さ
れ
て
、
は
ら
き
り
あ
ら
わ
れ
な
く
な
る
。
：だ
か
ら
、
資
本
蓄
積
期
及
び
移
行
期
の
初
期
に
は
、
高
度
成
長
が
賃
金
分
配
率
を 

低
下
ざ
せ
る
と
い
う効
果
が
は

っ

含

り
：あ
ら
わ
れ
る
が
、
移
行
期
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
潜
在
失
業
の
プ
ー
ル
が
枯
渴
し
.始
め
る
の
で
、
高 

.

度
成
長
が
賃
金
汾
配
率
を
抑
し
下
げ
る
と
い
う
力
ル

ド

ァ

効
果
は
、.

労
働
需
要
効
果
に
相
殺
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
，
場
合
に.よ
っ

て
は
労
働
面
の 

効
果
が
資
本
.面
の
効
果
を
凌
駕
し
て
ノ
.賃
金
分
配
率
が
向
上
す
る
。
こ
の

よ

う

.

な
意
味
に
お
.い
て
、
経
済
成
長
と
所
得
分
配
との
関
係
本
経
済
発

展
段
階
の
相
返
に
よ
っ
.て変化する。この
変化は、資
き
が

^

^

配
い
た
昏
和
中
、̂:
^

:

4̂>
、
免
A

i
£'
I:
4
m'
务i

か
か 

.

時
代
へ
の
転
換
の
徴
候
で
あ
る
と
言
え
る
。

'

(

注
1

)

労
雲

要
の
大
小
と
賃
金

変
動
と
の
相
圏

係
は
、
フ
ィ
リ
ッ
。フ
ス
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
。
a
. p

h
i

s
: T

h
e

 R
e
l
a
t
i
o
n

 b
e
t
w
e
e
n

 u
n
e
m
p
l
o
y


m
e
n
t

 

a
n
d

 

t
h
e

 

R
a
t
e

 

o
f

 

C
h
a
n
g
e

 

o
f 

M
o
n
e
y

 

W
a
g
e
s

 

 ̂

^
 

S
C
O
F 

s
o
o
l
-
o
p
- 

f

.19
5
8
) . 

P. 
s
a
m
l
o
n

 

とR
.

 

M
,

 

S
o
l
o

も
同
様
な
関
係
が
-ア
メ
リ
力
経
済
.に
も
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
だ
が
、
労
働
と
.資
本
ど
；
の
相
対
価
格
は

霧

関

係

だ

け

に

よ

っ
て
.
 

で

な

く
^
資の勢カ段係.

それも

需
給

関
)̂
に
大
い
に
影
響
さ
れ
る
が
I

に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
る
と
み
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
他
方
、

力
レ
ド
ア
太
 ̂

蜜

係

.を
も
考
慮
に
入
れ
る
が
恶
本
的
に
は
先
の

(1
.
1式
に
よ
っ
て
利
潤
が
き
ま
り
、
そ
の
大
き
ざ
が
労
働
者
側
の
要
求
可
能
賃
金
を
決

す

る

と
み
て
い
る
。

(

a
. 

N
.

 

K
a
l
d
o
r

 : 

J
E
c
o
n
o
m
i
c

 

G
r
o
w
t
h

 

a
n
d

 

t
h
e

 

P
r
o
b
l
e
m

 

o
f

 

Inflation, 

J
E
c
o
n
o
m
i
c
a
,

 

A
u
g
.

 

Sz 

N
o
v
.

 

1959.)

有
効
需
要過

®
:

型
経
済
か
ら
有
効
需
要
不
足
型
経
済
へ
資
本
蓄
積
が
進
み
、
資
本
蓄
積
、期
か
ら
移
行
期
に
入
り
、
ゝ
更
に
成
熟
期
に
進
む
と
、
 

こ
れ
ま
で
の
有
効
需
要
過
乘
型
経
済
か
ら
有
効
需
要
不
足
型
の
経
済
へ
と
転
換
す
；る
。

こ
ぅ
な
る
と
経
済
成
長
と
所
得
分
配
と
の
関
係
に
や
1

o
,

重
要
な
変
化
が
生
ず
る
。
.
.
.
.く 

'

,
 

•.
 

. 

.
 

.
 

-
 

.

経
済
が
^
涣
を
維
持
し
つ
つ
成
長
し
て
ゆ
く
た

め
に
は
、

資
本
設
備
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
生
産
物
を
過
不
足
な
く

需
要
す
る
だ
.

け

、
有
効
需

要
が
増
大
し
続
け
ね
は
な
ら
な
い
。
.ド
ー
マ
ー
は
こ
の
よ
ぅ
な
均
衡
条
件
を
次
の
よ
ぅ
に
示
し
た
。

.
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.
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し
-た
が
っ
.て

均

衡

条

件

は

'

. 

'

'

•
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:
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.
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発
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階
と
所
得
分
配
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I

と
こ
ろ
で
、
2.
式
は
.有
効
需
要
の
'増
分
が
、
投
資
の
増
分
と
貯
蓄
性
向
の
大
き
.さ
に
依
拠
し
て
い
.る
こ
：
と

を

示

し
.て

い

る

が

'

こ

こ

で

先

に

想 

: 

…

.

——

約

と

し
I

限

界

値

岭
i

、.
も

と
S

限

界

値 

JS
1F
と
礼
|洲)
を

，S
P、

8/
と

ず

れ

ば2.
1

式

は

次

の

ょ̂'
に

な

る0

定
し
た
と
同
様
に
、
貯
蓄
の
大
部
分
が
利
潤
に
依
拠
す
る
と
み
て
、：
利
潤
分
配
率
-
^
-
"，

と

し(

そ
の
限
界
値
♦

.

i
、

1

^

0

与

” 

i

^

h

;こ
れ
を
増
加
率
の
形
に
な
お
す
た
め
に
、

■
と
し
、
他
方
、.
供
給
面
の
I
も
利
潤
か
ら
の

r
rl

貯
蓄
に
依
拠
す
る
と
想
定
す
れ
ば
、
一
^

-

.
'
:
'
'

 

ノ

'.
/-
-

^

=
调

：
だ
か
ら
、

：

.:
:

"

X
 

:……
…

•…
…

…
：(

2
.
5
)

'て
需
給
の
均
衡
的
成
長
の
条
件
は

Y
。

(
2
.
5
)

こ
の
(2
.
5式
は
、
.有
効
需
要
不
足
型
経
済〈

即
ち
左
項
が
右
項
ょ
り
小
の
と
き)

.で

.は
、
所
得
平
等
化
；(

★
の
引
下
げ)

が
資
本
蓄
積
と
経
済
成
長
に
積
極 

的
に
有
利
I

と
い
ぅ
周
知
の
.ケ
ィ
I

命

題

藝

'

-'
^
 

.

.

均

衡

分

：配

率

と

合

理

的

賃

金

水

準

つ

、

u

の
ょ
ぅ
に
、
需
給
0
1均
衡
成
長
式
に
分
配
率
を
導
入
で
き
れ
ぼ
、
需
給
の
均
衡
成
長
維
持
と
い
ぅ
見
也 

か
ら
み
た
：'

「

限
界
均
衡
分
配
率」

.̂,
を
：算
出
で
き
る
• 

°ず
な
：わ
ち
、
2.
4
式
に
1.
1
式
を
限
界
値
<0
形
に
：し
た
%-
の
を
代
入
し
て
整
理
し
、

q—

l—
*
 

S

だ
し
*
は
限
界
資
本
係
数)

と
す
れ
ば
、

：
，

,
,
: 
’

;

■

':
■

•

^

T

t

..
 

f
. 

:

Ji—

r

簡
単
化
の
た
め
ん
を
無
視
す
れ
ば

(2
.6
)

こ
の
(2
.式
は
、
限
界
均
衡
分
配
率
が
、

投
資
の
増
加
率
と
限
界
資
本
係
数
£
 A

J

利
潤
所
得
の
，限
界
貯
蓄
性
向
の
大
き
さ
い
か
ん
に
よ
っ
て
変 

化
す
る
こ
と
を
示
.し
て
い
る
。
' こ
ぅ
し
て
2.
6
.式
に
よ
.っ.て
均
衡
分
.配
率
が
算
出
さ
れ
れ
ば
、
所
与
の
条
件
下
に
お
け
る
®'
'̂
®'
か
が
定
ま
り
、
労 

働

畓

—*
人
当
り
の
平
均
賃
金
水
準
も
次
の
よ
う
に
算
出
さ
れ
.る
。

' 

.

f

 Y
a
l
T
r
)

 

W

 

Y

r

i

r
,(

1

1

7t)

l̂
l
v

_

 \ V- ss 

1 \

、
 

c
i
. ̂ isi 

M:

冻
寒
阡
酿
阵
一
を
o
と
す
れ
ば

:
1人

当

り

平

均

賃

金

V

$

と
し
、
.一
人
当
り
平
均
所
得—

…

.

W
=
0
a
l
7
r
)
：：

：
：
.

.

.

.

.…
…

…
…

…
(
2
.
7
)

ま
た
、
需
給
均
衡
の
見
地
か
ら
み
て
合
理
的
な
賃
金
の
平
均
増
加
率
も
算
出
で
き
る
。
す
な
わ
ぢ
、

」

w

"
b.
0(

l
l
7
r
、

)

た
だ
し
、
こ
れ
は
需
給
均
衡
状
態
か
ら
出
発
し
た
場
合
の
，！
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
の
不
均
衡
状
態
か
ら
出
発
す
る
と
き
は
次 

の
ょ
ぅ
に
な
る
。
現
実
値
を
a
の
添
字
で
、
均
衡
状
態
に
お
け
る
値
を
o
の
添
字
で
示
す
と
、
現
実
の
wa
と

均
衡
維
持
に
と

つ
て
必
要
な
机
と
の 

差
額
は
、

： 

■

s
e
~
s
a
"
(
l
—
7r

o0e
l
/
(
l
l
7
r
s
)
0
a

 =

 0
a
F
l
7
r
。)

.

.

.

.

.…

：
：一

(2.8) 

•

.

と
*
^
る

* 

' 

. 

,■ 

*

か
く
て
、
均
衡
分
配
率
を
推
計
し
、
そ
れ
を
2.
.
7、
2.
8
式
に
代
入
し
て
計
算
す
れ
ば
、
均
衡
賃
金
-
準̂
と
そ
の
増
加
率
を
算
出
で
き
る
。
実
際
の 

賃
金
増
加
率(

賃
上
げ
率)

の

決

定

に

際

し

て

は

、
，
生

産

性

，
の

増

加

率

に

見

合

つ

：た

率

と

い

.ぅ
こ
と
が
，、
.合

理

的

な

賃

上

げ

率

.の

蕋

準

と

さ

れ

る 

経

済

発

展

段

階

と

所

得

分

配

9
三

(

一
三
L 
ノ



需
要
m
の
効
果

給
面
の
効 
果1)

Y の 增 大 減 . 増

1 の 増 大 増 減 .

a の 相 大 m  ： —

P の 咐 大 増., ―...

r の 壻 大 増
―

浐 の ぎ大 ' ：- M
sP の 墙 大 減 増

0 の 墦 大 増 増:
<TXの 梏 大 、.- ；： 増

の 増 大 増

n  K 、 外 3 
上入 . Yd ~ y «

のときのみ。

. .  • • •

~ nsp{l-?)~Ok = n*S *(1 ニ’*)(1— デ) #  .”•，“•.• -(3.1)

C(3.1)式め記号と想定〕

t： 限界==平均租税性向であり，同時〖こ闺民所得中に占める政府支出（税及びそれに類 

するものによって贿われるもの）.の割合を承す。

6: _ 本p ■備の利用度= -_.■■；■ 突際の生産高 
■ ； ^ ' 資 本 ス 卜 ッ ク 调 細 财 麵 能 ガ ' : ,

禺 間 誘 発 投 資 は め 函 释 と み た 。すなわち，民間の誘発投資= 狀Y ' 所得の

壻分に/こV、して加速度的に誘発されるとみるのは，有幼薷要不足型経済の下では不

適当と考えられるからである。

「 が 資 本 の 潸 弯 的 （極大〉限界生産性の社会的平均値べ 

、 土^ - ， 民間の自立投資

ア土^ - ，ん : 政府支出めうち税金などf よらない赤字支出

.... - . . . • . • . . パ. . . . . 1 .

好 : : 民間企業が広告，販売関係などに支出す名出費

V ''. T T . . .  .. . . .

. . ■  Y8 へ . . . .

. 疋V  s/, W 沪は需要f面 の ;r ， Sp, 仏対応する供給面の同様の係数である。

: a 政府支出は直接的な生痒能々創出効果を持たないと想定した。

(

注
1)

潜
在
的
.(

極
大一 .：

供
給
に
た
4
七
て
、
実
際
に
生
産
さ
れ
て
供 

給
さ
：れ
る
風
Ja
:̂
有
効
供
給
.(

e

^
-§
.<J
:
'
-
g 

gupply) 

■と
呼
ぶ
。
有
効
供 

「

，
：
給(

と
：そ
：の
威
_

;(
0
大
き
名
ば
結
局
、.：_有
効
需
要
<
:と
そ
の
成
長
率)

：

.
西
五
.(

：一
四
ニ)

：
.
-

現
代
：資
本
主
義
下
に
お
け
る
均
衡
と
分
配
現
代
資
本
主
義
下
に 

:
生
ず
.る
い
く
つ
か
の
特
徴
を
織
り
込
ん
で
、
先
の
M
式
を
拡
充
す
る

•

-

(

注
1)

.

 

^

.
と

上

の

：式

を

得

る

。

：

-.(

注
1
.

)

：

こ
の
式
で
ば
嗔
易
関
係
を
考
慮
外
に
お
い
た
。
こ
の
式
の
導
出 

過
程
と一 .

層
詳
紳
な
榮
過
稈
は
、：
拙
稿
.

『

現
代
資
本
主
義
経
済
下
に 

:

お
け
名
均
衡
と
、分
配』

9
 H:

ビ
ア
ン
研
究
一
九
六
一
申
ナ
ー
一
月
号
及 

び
"
ー
九
六
ニ
年
四
月
号)

で

述

，
べ

た

か

ら

-̂
略
し
.た
>

こ

の

：式

は
'、

そ

れ̂

れ

：の

変

救

な

い

し

係

数

が

.有
効
需
要
面
と
、
 

潜
在
供
給
ま
た
は
有
効
供
給
に
た
い
し
て
次
表
の
ょ
ぅ
な
効
果
を
与

:

(

注
1)

-
'

.え

.る
こ
と
を
示
す
。

.経
済
雜
展
段
階
と
所
得
分
配

四

四
..(

一.
.四
〇)

\
|
/
\
|
/

7

8

-

M

.こ

れ

：は

、(2
,(2
.式

の
^
と

^
を
所
与
と
し
，■た
極
め
て
素
朴
な
論
で
あ
.る
。
へ
よ
り
.合
理
的
な
基
準
を
得
る
た
め
に
は
、
均
衡
分
配
率
自
体
を
、

2.
6
式

の

：よ

ぅ

に

じ

て

推

計

し

.て
;'
'

#
慮

：に.入
れ
る
こ
ど
が
必
要
で
柿
^

::
';

^
^
^
^
^
^
 ̂

;

:.
,

'

• 

-
' 

. 

.

.

.■•

. 

- 

: 

• 

-

S

1)
実
際
に
は
こ
の
他
#

M
変
動
タ
ィ
ム
:.
ラ
グ
、
そ
.の
他
、
後
に
述
べ
る
よ
，̂
な
現
実
的
諳
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
.太
简
单
匕
.
 

.し
て
-
本̂
だ
.付
を
示
丄
斧
.，+詳
糊
に
'つ
'い
，̂
は
；.「

.フ
；ェ：ビ
.ァ
.シ
研
究
卜
一
九
六
ニ
.年

一

'•
.二
月
号
と

gl.

月
号
で.述
べ
；
た。
.

:
:

，
こ

こ

に

明

ら

か

に

し

た

.均
衡
分
配
率
は
必
ず
し
も
八
ム
正
分
配
率
を
意
味
し
な
い
し
、
そ
れ
.は
政
策
的
に
：も
操
作
で
き
る
入
た
と
え
ば
投
資
の
増 

加
率
を
抑
制
す
.れ
ば
、

■■
他
め
条
件
に
し
て
等
し
い
限
り
、
均
扃
分
.配
率
は
.低
下
す
る)

：
%'
の
で
あ
る
が
、
；経
済
制
度
の
：い
か
ん
を
と
わ
ず
妥
当
す
る
性
格
：
 

.の
も
，の
.で
あ
る
。
だ
が
、：
先
に
述
べ
た
よ
ぅ
に
、
経
済
が
混
合
経
済
期
に
：入

.

つ
て
剰
余
の
形
態
が
变
化
し
始
め
る
と
、；
私
的
利
潤
P，
,
の
.分
配
率 

2

Y

I)

.
は
、

(2
.
6

式
の
よ
ぅ
に
で
は
な
く
て
、
次
式
の
よ
ぅ
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

.3
)
式
の
5
が
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。

CO

し
た
：が
つ
て
、

{
f
z
t
i

 r

•為.，

P
H
W
S
,

技

み

匕

か

I-H

r  —

ps+
wr

公t3

^

g

+

-o
-se

CO

II
气

T  (2. 9)

pv
 

r)

 

V 
ミ

ー
.
：

1
4
 

)

式
の
示
す
ょ
1:
に
、
私
的
利
潤
均
衡
分
配
率
は
、
剩
余
と
貯
蓄
が
私
：的
形
態
以
外
の
形
態
を
と
る
ょ
ぅ
に
な
る
7

と
分
の
増
大)

に
し
た
が
っ 

|

混
合
経
済
段
階
に
進
む
に
し
た
が
0
て
-̂

低
下
す
る
。
：.

.

.

 

均
衡
分
配
率
に
つ
い
て
は
こ
れ
く
ら
い
.に
-1
.
て
、
次
に
.、
均
衡
成
長
の
条
件
に
つ
い
て
、
も
っ
と
深
く
考
え
て
み
ょ
ぅ
。



'
.
:
.
:
:

へ
'
w
 

- 

. 

. 

,

:

.
:
.

十
：

:

く 

四
：六

.

(

一
四
ニ)

'
: 
-■

の
大
き
さ
に
規
定
さ
れ
、
そ
れ
と
等
し
：く
な
る
。
だ
.か
ら
、
-

^

-八
-

^

-の
と
き
、
へ
供
給
面
へ
の
効
果
は
.潜
在
供
給
に
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
実
際
に
ま 

■.
'■
現
わ
れ
な
い
':
0
.-
.
'
: 

- 

' 

.

.

,'
へ
と
&

ろ
_

.』

成
熟
雙
ハ
_

-?
て
：
い

る

資

_

主

羲

社

会
 

れ
る
か
ら
、
.均
^

^
成
長
の
た
め
に
は
、

冗
、

*̂
*
、

sp
:

*̂
が
小
さ
く
て
、〜

、
0
、

ひ
、
A

/?
*
.
、
.
. 

Iみ
な
ど
が
欠
き
VV
ぼ

：う

が

望

ま

し

い 

と
.い
う
こ
と
に
な
る
。

;

と

こ

ち

が

、
：
現

実

：の

資

本

主

義

経

：済

を

：

み
て
み
る
ど
.
、
..
72
T
す
^

わ
も
、'利 

て

賃

がの
分
配
率
を
高
め
る)

.

こ 

と
や
、

び
す
な
わ
ち
、
'租
税
率
を
引
上
げ
.て
公
M

様
活
動
を
：派
奢

：る
こ
と
に
於
魅

；て
は
*:
'

抗
が
扒
る
。

彼
ら
は
.で

き

る

腺

り

そ

；の

.よ
う
な
措
置
を
：避
け
て
、
デ
の
低
下
、

&
:
.の
增
大
.(

し
た
が
っ
て
'
/?
-、：_
ゲ
の
.增
大
>、
.私
的
投
資
の
累
積 

的

增

加(

こ
れ
は
|

參
增
大
さ
せ
、
.'0
-
.を
低
：下
さ
せ
|

果
に
な
^

る

' 

た
が
、

投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
と
..い
う
形
で
の
投
資
の
累
増
^
、
：

技

術

革

新

に

よ

る

自

立

投

資

の

増

大

：

，.(：

び
の
増
大

)

は

最

終

消®

の
曽
大
が 

伴
お
な
い
限
り
、.
v>
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
る
%

の
で
は
•な
い
。
従

3
て
私
的
主
義
下
に
お
け
石
需
給
狗
衡
は
い
き
お
い
、

S

?
が
の
低

下

、
 

汽

が

の

.増
大
に
：̂
拠
す
る
よ
.う
:に
な
っ
て
べ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
も
の
減
少
ど
は
利
潤
所
得
者
が
自
己
の
所
得
の
な
る
ベ
く
多
く
の
部
分 

を
消
費
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
’

つ
ま
り
、
こ
.の
こ
と
：は
金
持
の
ぜ
い
沢
を
奨
励
す
る
ご
と
を
.意
味
^
,る
。
ま
，
^

r

パ

、
：一
が
を
増
大
さ
せ 

る
と
V
う
こ
と
は
ペ
広
告
^

、と
、
の'^
費

的

支

出

を

増

加

さ

：せ

る

こ

と

.を
意
味
す
る
。
.
つ

ま

り

と

0
、
r

の
増
大
は
、
都
留
重
人
教
授
の
言
わ 

れ
る「

ム

ダ

の

麗

化」

，を
助
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
”

の
低
下
と
は
資
本
設
備
の
利
用
度
を
.低
め
て
供
給
制
限
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

こ

う

し

て

パ

/?
*

の
墦
大
と4

の
増
大
に
よ
っ
て
需
給
を
調
節
す
る
こ
と
は
、
，
結
局
、へ
有
効
供
給
と
潜
在
供
給
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
拡
大
さ
せ
て
、
 

潜
在
的
に
可
能
な
経
済
成
長
率
水
準
よ
り
も
、
ず
っ
と
低
い
水
準
で
有
効
供
給
と
有
効
需
要
と
を
、、ハ
：ラ
ン
ス
•化
さ
.せ
よ
：う
と
す
る
* j

と
で
絲
^

. 

(

难
^

…

こ
の
^
に
っ
^
て
の
詳
部
は
/
/前
鴻
の
拙
稿
^
现
代
資
本
主
義
経
済
下
に
ぉ
け
る
均
海
と
分
配
し
を
参
照
さ
れ
た
ぃ
。

:

'
.

こ
う
し
た
状
態
に
落
入
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
は
、
.政
府
が
経
済
に
積
極
的
に
介
入
し
て
，

^

、
^

.(

場
合
.に
よ
っ
'て
，は
y〉

'を
増

大

さ

せ

、

冗
、\

を
引
下
げ
る
政
策
を
と
る
と
同
時
に
,

0
、
沪
を
低
下
さ
せ
る
制
限
慣
行
■を
.改
め
さ
せ
る
措
匱
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
だ
る
。
具
本
^

に 

一
頁
う
と
公
的
経
済
活
動
の
拡
大
、
所
得
分
配
の
平
等
化
、
：独
占
対
策
、.
経
済
の
計
画
.化

を

進

め

て

‘ゆ

く

こ

と

.で
あ
る
C
:成
熟
期
の
資
本
主
_
を
次 

第
に
混
合
経
済
的
、
福
祉
国
家
的
方
向
へ
向
わ
せ
る
必
然
的
要
請
、が
こ
こ
に
も
あ
る
。

.
私
的
資
本
主
義
下
の
均
衡
分
配
率
と
こ
ろ
で
、
先
の
2.
6
式
に
、
私
的
資
本
主
義
下
に
特
徴
的
.̂
:
^
,と
力
を
考
慮
に
入
れ
る
と
次
の
よ
う
に
な

■る
。

. 

.

.

^

s

^

^

^

s

T

O

,

-l
l
-
-

J
^
:
^
^

r
.
-
l
~
.
:
:
:
:
:
_
.
:
.
:
:

-

(

3
.
2

)

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

つ
ま
り
、
こ
の
式
は
、
私
的
資
本
主
義
下
で
は
、
資
本
利
用
度
：

(

デ)

の
低
下
、
浪
費
的
支
出
の
割
合(

ゲ)

の
増
大
、
金
持
の
浪
費(

SP
の
低
下)

に

よ
っ
て
冗
が
高
く
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
な
く
す
た
め
に
%,
、
混
合
経
済
的
方
向
へ
の
前
進
が
要
請
さ
れ
る
。

•
 

•.

五

事

寒

の

検

IE

.
以
上
、
概
説
し
た
成
長
段
階
理
論
が
単
な
る
抽
象
的
論
理
に
華
、つ
く
推
論
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
た
，め
に
.、
資
本
主
義
国
の
代
表
と
も
言
え
る 

米
国
に
つ
い
て
、
こ
の
理
論
が
妥
当
す
る
か
ど
う
か
を
み
て
み
よ
う
。
I 

.

B

.
タ
レ
I
.ビX

の
資
料
に
甚
づ
い
て
.先
；の
第
3
蜀
の
®
、@

、 

©

と
®
に
相
当
す
る
図
を
書
い
て
み
る
と
第
6
図
及
び
第
7
.図
⑧
，の
よ
う
に
な
^
。
ま
た
、
限
界
資
本
係
数
は
第
7
図
0
.の
よ
ナ
に
な
る
。
こ
れ 

ち
の
図
は
先
の
理
論
に
実
証
的
裏
付
け
を
与
え
ヾ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ゾ
も
と
よ
り
、
：
経
済
社
会
法
則
は
.平
均
的
傾
向
的
に
実
現
さ
れ
る
に 

す
ぎ
ず
、

人
為
的
.政
策
や
そ
の
他
の
失
敗
：(

た
と
え
ば
恐
慌)

、
：ま
た
は
戦
爭
な
ど
に
よ
っ
.て
；
大

き

な

.変

容

を

受

け

る

か

ら

、

そ

う

し

た

特

殊

的

な 

要

因

を

斟

酌

し

て

考

え

ね

ば

な

ら

な

い

‘。

T 
メ 
.リ
力
の
場
合
.に
、
そ
う
し
た
影
響
と
し
て
最
本
大
き
い
の
は
、.
一
九
一
一
九
年
に
始
ま
っ
た
，大

恐

慌 

M
済
発
展-段
階
と
所
得
分
：配

：

 

X

.

.,
'四

七(

ー
四1
5



四

八a

四
四)

で

あ

名

。
：
第6

M
は

、'
.こ
.
の

時

の

大

恐

慌

の

影 

響
に
ょ
っ
て
か
な
り
大
き
な
歪
み
を
生
じ
て
い 

る
。
.
そ
の
頃
、-'
資

本

係

数

ば

例

外

的

に

犬

：に
な 

り
、
資
本
利
潤
率
も
例
外
的
に
下
落
し
た
。
し 

か
し
、
こ
の
^
き
資
本
係
数
が
高
ま
-o
た
の
ば
、
 

も
ち
ろ
ん
、
投

資

率(

1

¥)

ま
た
は
資
本
.の 

.增
加
率
.

(

1

£

が
増
大
し
た
た
め
で
は
な
く 

C

実
際
に
.は
投
資
率
も
資
本
の
増
加
率
も
低
下
し
て 

v\
る) 

> 太
不
況
の
影
響
で
、

資
本
：の
利
用
度 

.

7)

.が
極
端
に
下
づ
た
上
、
生
産
停
止
や
破
産 

.に
追
い
込
ま
れ
た
企
業
な
ど
が
多
く
て
、
産
出 

量
が
著
し
く
低
下
し
た
が
ら
で
'あ
る
。

つ
ま 

り
、
£
¥
.の
分
子
仄
が
增
太
し
た
た
め
で
：な
く
、
.分
母
Y
.が
例
外
的
に
低
下
し
た
た
め
：で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、

こ
の
時
期
に
ば
、
 

住
淹
投
資
I

そ

め

資

本

係

数

；
の

省

し

く

高

く

あ

ら

わ

れ

る

_

が

多

く

行.̂
わ
れ
た
七
い
ぅ
特
殊
.な
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
、で
あ
る
。
こ
ぅ
し
た 

点
を
考
慮
.に
.入
れ
：て
修
正
す
る
と
、.，第
弓
図
@

の
大
不
況
«

の
資
本
係
数
の
動
き
は
、
大
ょ
そ
，
点
線
で
示
し
た
ょ
ぅ
な
頃
向
に
な
る
と
推
定
さ 

れ
る
。
ま
た
、'.
資
本
利
潤
率
も
、
大
不
況
期
.を
例
外
と
み
水
ば
、
長
期
的
に
ほ
ぼ
安
定
し
て
お
り
、
：僅
が
に
條
下
の
頃
句
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ

.る
こ
と
が
わ
か
る
。

:

'
.
'
，-
'
へ

■
:

.
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■.
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P
ス
.ト
フ
に
よ
れ
ば
、.
米
国
が
テ
イ
ク.

•
オ
フ
期
^
入

っ

た

の

は

ー

：
八

四

0
年
代
か
ら
|
八
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
で
ぁ
る
が
、
事

実

、

‘
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か

く 

v
、
;:
.
4九
.
.

一

o
年

袋

か

ら

成

熟

：へ
の
移 

;

行
期
に
入
ゥ
た
と
考
え
ら
れ
る
©
だ
が
、
事
実
、
 

..こ.

.

.
の
時
期
，
；' 

(

一
九.1.

〇
年
代
-末:

か
.ら
V
1
,
.
.

九
.ニ
.〇
年
代 

.

末)

.
に
ゆ
、
私
が
■先
に
述

べ

た理
論
で
一
亦
V
た
ょ 

ぅ
な
：，

「

s
行
期」

の
諸
特
徴
が
か
な
り
顕
著
に
あ 

ら
わ
れ
た
':
:0
そ
れ
ま
で
.上
昇
し
続
.け
て
き
.た
資
本 

へU係
数
が
下
向
し
始
め
、
増
大
傾
向
に
あ
っ
た
利
潤 

:分
配
率
も
減
少
惧
向
に
転
じ
て
い
る
。
産
業
構
造 

,も
激
変
乙
て
テ
イ
ク
•
オ
フ
期
の
末
期
に
は
四
〇 

%

%
あ
っ
た
農
業
人
ロ
が
移
行
期
を
経
た
後
は
一 

.'
〇
%
台
に
史
で
下
；っ
た
。
主
導
的
産
業
、：

就
業
構 

造
、
価
格
構
成
、
' 貿

易

構

造

.な

ど

も

大

き

く

転

換

四

九

、

(

一
：四
五

)

経
済
発
展
ほ
^

と
所
得
分
配

そ

の

頃

屢

8

率
が
^
大
し
始
め
た
。
■
.

て
資
本
.憂
も
や
や
遅
れ
で
上
向
し
始
め
、
：，'
I
A八

〇

年

項

か

ら
」

〇

年

代

末I

 

な
.上
f

み
せ
た
。(

第
6
図
@
の
：ぎ
、
1

の 
一
S

 

そ
の
よ
う
I

動
の
大
よ
含
形
を
示
し
t

i

t

。)

こ

の
頃(

一
八 

五Q

氛

〜
一

九 

一0

年
代
末)

が
ア
メ
リ
ヵ
ー
裏
生
«

の
:»
本
蓄
«
期
で
あ
つ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
他
め
指
標
も
.こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て 

V
る
よ
う
に
思
わ
^
る

資

本

と

#

»
の
相
対
-1
格

、

(

^

?)

：
が
急
»

に
他
下
す
^

の
4

一
 

九
4
〇
年
代
で
あ
る
し
.、
利
潤
分
配
率
の
増
大
頃
向

-V

*.
■.
 

I
 

i 

w
 

V,

め-..
■■
..一̂

理
的
推
.断
と
事
実
の
検
証
の
結
果
と

の
一
致
を
示
し
て
い
る

。)

. 

:''■
へ

，
.



し
た
。
:
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
が
未
曾
有
：の
繁
保
を
誇
っ
た
の
も
こ
.の
時
期
だ
っ
'た
。

.

だ
；が
：、

T
メ

リ
カ
資
本
主
義
は
順
調
^

称
行
期
を
経
て
騰
熟
期
に
進
ん
だ
わ
げ
.で
は
な
い
:'
°
移
行
期
.に
ば
ハ
：先
述
の
よ
う
^
、
，
資

本

：
の
ス
ト

ッ 

グ
：が

必

要

七

さ

れ

る

ー

：定

水

準

に

達

し

て

、
：
：
：

1

«
、
.-
資

本

不

足

の

状

態

を

脱

、し

、

そ

'の

後

は

資

本

が

累

増

し

て

ゆ

く

。
：：
そ

の

累

増

し

て

.ゆ

く

資

本 

を
吸
取
し
て
ゆ
く
た
：め
に
は
、一

-
先
の
ド
.丨
：マ
|
式
2,
4
が

ー

ボ

す

よ

う

，
に

-
—

投
賢
ま
た
は
所
得
が
あ
る
ー
'定
の
相
対
率
で
増
如
^

て
ゆ
く
か
ま
，
.
 

た

は

:^
の
3.
1
式
の
示
す
よ
う
に
、
i
の
漸
増
、

贫
の
減
少
な
ど
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
移
行
期
の
：後
半
に
入
る
と

、
，
.
経

済

成

長
 

:率
も
ピ
ー
ク
を
越
え
低
：下
し
始
め
る
。
投
資
の
増
加
率
と
限
界
資
本
係
数
が
低
下
す
る
の
で
均
衡
分
配
率
は
低
下
す
る
。：
だ
か
ら
、
有
効
需
要
を 

確
保
し
て
需
給
の
.均
衡
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
£
,の
増
大
と
冗
.の

減

少

に

待

つ

と

こ

ろ

が

大

き

い

の

，で

あ

る

が

、
：
ア
メ

 

カ
政
莳
は
そ
の 

よ
う
な
傾
向
を
助
成
す
る
政
策
を
と
ら
な
か
づ
た
。.
.
.ア
メ
リ
：力
経
済
：が
、
移
行
期
れ
ら
成
熟
期
へ
進
む
時
期
に
、
大
大不
況
：を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
.
 

か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
こ
の
辺
に
あ
る
と
言
え
る
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
：大
不
況
.に
落
人
.っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
や
っ
と
|
ー
 

ュ
ー
.
デ
ィ
ー
ル
，政 

策
を
と
っ
て
、
纟

や

y
.の
増
大
や
冗
の
減
少(

賃

金

分
配
率
の
引
上
げ

)

に
歡
極
的
な
手
を
打
ち
始
め
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、

戦
時
体
制
に
入 

り
、
有
効
需
要
不
足
の
問
題
.は

1

時
影
を
ひ
そ
め
た
が
、
成
熟
期
に
入
っ
た
今
日
の
：ア
•メ
リ
力
経
済
で
は
再
び
有
効
需
要
不
足
の
状
態
に
な
っ
て 

い
る
。
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、

i
や
.冗
を
積
極
的
に
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

む
し
ろ
0

の
引
き
下
げ
と
A
、

r

の
増
大
に
よ
っ 

て
、
需
給
の
均
衡
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
.い
る
。

ガ
ル
.ブ
レ
イ
ス
の

「

ゆ
た
か

.な
社
会」

、

ア
ル
ビ
ン
*
ハ
ン
セ
ン
の「

ー
九
六
〇
年
弋
の
経
资 

問
題」

、

パ
ッ
カ
ー
ド
の「

浪
費
を
作
る
人
々」

が
鋭
い
批
判
を
あ
び
せ
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
こ
の
よ
う
な
歪
ん
だ
姿
に
た
い
し
て 

で
あ
っ
た
。
今
日
の
ア
メ
リ
カ
が
停
滞
上
忍
び
よ
る
イ
ン
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
も
、
0
な
い
し
^
と
バ
な
い
し
浐
の
増
太
お
よ
び
軍
事
支 

出
の
増
大(

軍
琳
支
出
は
政
府
支
出
で
あ
る
限
り
-

の
か
た
'ち
を
と
る
が
、
そ
の
経
済
的
効
果
は
む
し
ろ
々
な
い
し
3*

.の
增
大
に
近
い)

に
'
よ

っ

て

需

給

の

均
 

衡
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
が
安
定
的
な
高
度
成
長
を
進
め
て
ゆ
く
た
.め
に
は
、
政
府
の
経
済
活
動
を
漸
増 

さ
せ
、
所
得
平
等
化
を
進
め
て
行
つ
て
、
ア
メ
リ
力
経
済
を
徐
々
に
混
合
経
済
体
制
の
方
向
へ
進
め
て
ゆ
く
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
ま
、

移
行
期
後
平
お
よ
び
成
熟
期
に
あ
る
す
ベ
て
の
資
本
主
義
国
に
つ
ハ
て
も
言
え
る
。

最
後
に
本
稿
の
結
論
を
要
約
し
よ
う
。
 

，
■.
:

,

-•

o

経
済
成
長
と
所
得
分
配
と
の
関
係
は
、.
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
応
じ
て
変
化
す
る
。

：

■

e

霧
の
均
換
的
成
長
維
持
に
必
要
と
さ
れ
る
均
衡
分
配
率
は
、
他
の
条
件
を
所
与
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
計
測
可
能
で
あ
る
が
、
そ 

の
場
合
、
所
与
と
す
る
条
件
を
設
定
し
て
、
均
衡
分
配
率
を
推
定
す
る
に
際
し
て
は
次
の
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ぃ
そ
の
国
の
経
済
が
ど
の
よ
う
な
発
展
段
階
期
に
あ
る
か
と
い
，う
こ
と
。
.'

(

と
く
に
需
給
状
態
と
限
界
資
本
係
数
の
長
期
的
趨
勢
を
考
慮
す
る
こ
と 

が
必
要
。)

(b
)

短
期
的
に
は
、
投

資

(

ま
た
ね
所
得)

の
増
加
率
、
限
界
資
本
係
数
、
利
潤
及
び
賃
金
の
貯
蓄
性
向
に
依
拠
す
る
こ
，と
。

.

S

S

私
的
資
本
主
義
下
で
は
、
資
本
の
利
用
度
没
の
低
下
と
浪
費
的
投
資
の
比
率
^
、
C

増
大
に
：よ
っ
て
、
均
衡
分
配
率
の
値
が
歪
め
ら
1 

て
い
る
こ
と
。

ロ 

.現
代
資
本
‘主
義
下
に
お
ぃ
て
、
高
成
長
、
安
定
、
平
等
の
目
的
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
漸
次
、
■混
合
経
済
的
方
向
に
進
む
こ
と
が
必
要 

で
あ
る
0

一

'
.
. 

• 

/

後
記
本
稿
の
作
成
に
際
^

は
、
慶
大
加
藤
寛
助
教
授
と
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
藤
田
至
孝
氏
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ

こ

に

深
謝
し
た
い
。

.
'経
済
発
展
段
階
と
所
.得
分
配


